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14Chair Repair

Ken Kamibayashi

大切な家具を、想いを込めて再生する
株式会社スプラウト 代表取締役社長　上林健

長年使って想いがつまった椅子や家具、愛車のシート。上林氏は、その生
地を張替えることで長く使えるように、新たな生命を吹き込んでいく。最
近では張替えのみならず、クリーニングの提案も行なっている。「大切に
使われている物とは真剣に向き合っています。張替えやクリーニングで
身体がじかに触れる部分を綺麗にすれば、ずっと愛用してもらえて、地球
にも優しいでしょ。」趣味のサーフィンで波と触れ合っている人らしい自
然体な答え。その瞳には、お客様の想いと向き合う熱く真摯な姿勢が見
えた。

株式会社スプラウト
浜松市東区下石田町1746-1

TEL.053-422-0555
http://sprout.co.jp

EnshuSiast Profile EnshuSiast Profile

15Model Sculptor

Kazuhiro Kinpara

モニターの中のカタチを現実の世界へ
電脳大工  金原和弘

東京の映像制作会社でゲームの背景やCMの特殊効果の3DCG制作に
携わり、現在は浜松にて造形作家として活動。「自分の手で触れる造形
物を」と、3Dプリンターを活用しデジタルとアナログの両面から作品を
制作、販売している。ラインとシルエットを意識しながら制作している作
品は2016年に手塚治虫文化祭〜キチムシにて手塚治虫キャラとのコラ
ボレーションを実現、2017年には「狛狐」のデザインでカプセルトイに
なり全国展開している。最近ではオリジナルソフビを制作、アジアを中心
に世界のマーケットへ展開中。根を詰めた作業の合間、気分転換に愛車
SERROWに跨って出かけるのが楽しみ。

電脳大工
作品紹介 tumblr ＜http://denno-daiku.tumblr.com/＞

twitter ＜https://twitter.com/denno_daiku＞

13Trial rider

Daisuke Kimura

トライアルの楽しさを、一人でも多くの方へ
トライアルショップRIDER’S 二代目　木村大輔

全日本トライアル初代チャンピオンを父に持ち、自身も国際A級ライダー
である木村氏。ショップを経営する傍、みんなで楽しめるトライアルイベン
ト主催、その他スクール講師など、多方面で精力的な活動を続けている。
「若者からベテランまで安全に長く笑顔で楽しめるのがトライアルの魅
力。自分を育ててくれたトライアルの楽しさを、一人でも多くの方に伝える
ことが僕なりの恩返しです」。飾ることなく穏やかに語る彼の眼はずっと
先を見ているよう。将来的なバイクの社会性まで見通す熱くて深い視点
は、エンシュージアストにこそ欠かせない。

トライアルショップRIDER’S
袋井市村松2151　TEL:0538-43-6005
 定休日:不定休　営業時間:10:00～19:00

tr-riders.jimdo.com

16Recorder player

Haruka Kakimoto

リコーダーが好きすぎてリコーダー職人へ
笛のおねえさん　柿本春香

小学校の頃音楽の授業で初めて触れたリコーダーに心を奪われ、独学で
練習しコンクールに出場。2010年には独奏部門にて最高位に贈られる
花村賞を受賞。高校卒業後、リコーダーに熱中するあまりリコーダー職人
の門を叩く。これぞまさしく熱中人と言えるであろう。現在は、リコーダー
デュオ「フエニホン」での演奏活動や、リコーダー講師、テレビ・ラジオ出
演と幅広く活躍中。「私にとってリコーダーは、人生における大切なパー
トナーです！」と、少し照れながら笑顔で語ってくれた。「リコーダーを通し
て、音楽の楽しさを子どもたちに伝えたい」そんな想いを秘め、今日もど
こかでリコーダーを吹いている。

リコーダー Duo フエニホン
http://huenihon.jp
 info@huenihon.jp
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Right Place,　Right Time.

６
月
某
日
、

エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス
ト
編
集
部
が

掛
川
市
に
あ
る

な
ら
こ
こ
キ
ャ
ン
プ
場
で

遠
州
の
バ
イ
ク
や
、ウ
ェ
ア
、バ
ッ
グ
、

キ
ャ
ン
プ
道
具
な
ど
を

実
際
に
使
い
な
が
ら

と
あ
る
会
議
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス
ト
編
集
部
。

巻
頭
特
集
の
テ
ー
マ
が「
キ
ャ
ン
プ
ツ
ー
リ
ン
グ
」に
決
ま
り
、「
遠
州
は
良
い
キ
ャ
ン
プ
場
が

た
く
さ
ん
あ
る
恵
ま
れ
た
地
域
。だ
っ
た
ら
編
集
会
議
も
そ
こ
で
や
ら
に
ゃ
あ
い
か
ん
に
！
」

と
い
う
こ
と
で
、わ
れ
わ
れ
編
集
部
も
街
を
出
て
、い
ざ
掛
川
市
の
な
ら
こ
こ
キ
ャ
ン
プ
場
へ
。

キ
ャ
ン
プ
ツ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、編
集
部
員
自
ら
が
大
い
に
語
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

文
：
テ
キ
サ
ス
大
沼　
撮
影
：
久
留
宮
秀
和

撮
影
協
力
：
な
ら
こ
こ
キ
ャ
ン
プ
場 

・ 

ス
ズ
キ
株
式
会
社 

・ 

株
式
会
社
デ
イ
ト
ナ

株
式
会
社
ク
シ
タ
ニ 

・ 

株
式
会
社
エ
ン
チ
ョ
ー【
Ｓ
Ｗ
E
Ｎ
】

●ライダーアパレル・・・（山川着用）スワンクジャケット
￥45,000、Eコーデュラパンツユーズド￥18,000、モカ
シンブーツ￥42,000、シングルグローブ￥9,800、ドライ
ロングスリーブTシャツ￥3,600（以上クシタニTEL.053-
441-2516）（石塚着用）クラリティジャケット￥32,000、
Eコーデュラパンツユーズド￥18,000、コンテンドロング
Tシャツ￥8,500、レッグバッグ￥9,000（以上クシタニ
TEL.053-441-2516）HenlyBeginsショートブーツ
￥14,000、内縫いガンカットショートグローブ￥7,800

（以上デイトナTEL.0120-60-4955）　
●キャンプ用 品・・・M S R エリクサ ー２￥3 6 , 0 0 0 、
THERMARESTプロライト￥12,000、Helinox
チェアワン￥11,500、NANGAオリジナルオーロラ
ライト500STDブラック￥27,800、 UCOレスシャイ
￥2,000、ソーラーパフ￥3,400、SOTOミニポップ
アップテーブル￥4,800、SOTOアミカスクッカーコンボ
￥5,537（以上SWEN浜松店TEL.053-411-5133）　
●車両・・・スズキVストローム250 ￥528,000（スズキ株
式会社TEL.0120-402-253）　
●ツーリングバッグ・・・HenlyBeginsツーリングシート
バッグDH-719 ￥19,000（デイトナTEL.0120-60-
4955）　
※価格は全て税抜きです

HenlyBegins
ツーリングシートバッグ

NOLAN ヘルメット

MSRエリクサー２

HenlyBeginsサドルバッグKUSHITANI
クラリティジャケット

KUSHITANI
スワンクジャケット

HenlyBegins
ジャケット

DAYTONA
スマホホルダー

HenlyBegins
内縫いガンカットショートグローブ

カメラマン
久留宮秀和

編集長
テキサス大沼

編集部
ドン・サハラ

編集部
アジト石塚

編集発行人
山さん山川

NOLAN ヘルメット
UCO レスシャイ

ソーラーパフ

SOTO
アミカスクッカー

コンボ

KUSHITANI モカシンブーツ

Helinox
チェアワン

KUSHITANI
Eコーデュラパンツユーズド

SUZUKI
Vストローム250

KUSHITANI
Eコーデュラパンツ
ユーズド

national cycle
ディフレクタースクリーン
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遠
州
の
、遠
州
に
よ
る
、

遠
州
の
た
め
の
ツ
ー
リ
ン
グ
。

浜
松
市
中
区
に
あ
る
編
集
部
か
ら
、な
ら
こ
こ
キ
ャ
ン

プ
場
ま
で
は
片
道
約
40
㎞
。時
間
に
し
て
１
時
間
ほ

ど
の
ち
ょ
う
ど
良
い
距
離
感
だ
。道
中
も
気
の
向
く
ま

ま
に
ふ
ら
っ
と
寄
り
道
し
た
り
、旬
の
食
材
を
買
っ
た

り
し
て
も
、の
ん
び
り
と
キ
ャ
ン
プ
場
入
り
が
出
来
て

し
ま
う
。実
は
遠
州
の
あ
ち
こ
ち
に
こ
う
し
た
キ
ャ
ン

プ
場
が
点
在
し
て
い
て
、キ
ャ
ン
プ
派
の
ラ
イ
ダ
ー
に

は
恵
ま
れ
た
地
域
で
も
あ
る
の
だ
。

本
誌
発
行
人
、山
さ
ん
山
川
は「
都
会
の
ラ
イ
ダ
ー
は

『
非
日
常
』を
求
め
て
、何
百
キ
ロ
と
走
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
。自
然
と
ツ
ー
リ
ン
グ
も
計
画
的
に
な
っ
ち
ゃ

う
よ
ね
。そ
の
点
、遠
州
だ
と
海
を
見
た
け
れ
ば
南

に
、山
に
行
き
た
け
れ
ば
北
に
、っ
て
具
合
で
１
時
間

も
走
れ
ば
自
分
の
行
き
た
い
場
所
に
行
け
る
か
ら
、す

ご
く
ラ
イ
ト
な
感
覚
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
で
き
る

の
が
最
大
の
魅
力
じ
ゃ
な
い
か
な
。」と
語
る
。ツ
ー
リ

ン
グ
に
は「
旅
」の
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、フ
ラ
ッ

と
思
い
立
っ
た
と
き
に『
キ
ャ
ン
ツ
ー
』で
き
る
遠
州

は
、や
は
り
ラ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
パ
ラ
ダ
イ
ス

の
地
で
あ
る
。

遠
州
の
バ
イ
ク
に

遠
州
の
ギ
ア
を
乗
せ
て
。

「
キ
ャ
ン
プ
ツ
ー
リ
ン
グ
」と
言
え
ば
、出
か

け
る
前
の「
ギ
ア
選
び
」は
最
大
の
楽
し
み
。

昔
か
ら
ラ
イ
ダ
ー
と
は
、生
粋
の『
ギ
ア
好

き
』と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
だ
。

職
業
柄
道
具
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
強
い
カ

バ
ル
』感
が
自
分
の
動
機
だ
な
。」と
言
う
と
、一
同
う

な
ず
く
。「
バ
イ
ク
、ア
ウ
ト
ド
ア
、一
人
、火・・・。キ
ャ

ン
プ
の
原
点
は
サ
バ
イ
バ
ル
だ
か
ら
。言
い
換
え
る
と

『
ミ
リ
タ
リ
ー
』と
い
う
味
付
け
が
バ
イ
ク
と
は
相
性

が
イ
イ
。究
極
の
機
能
美
と
い
う
の
が
、ラ
イ
ダ
ー
を

そ
の
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
。」と
山
川
。ラ
イ
ダ
ー
の

好
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、道
具
の
話
に
な
る
と
話
題

が
尽
き
な
い
。優
れ
た
モ
ノ
に
は
人
を
動
か
す
力
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

僕
た
ち
が『
遠
州
』で
走
る
理
由
。

そ
れ
ぞ
れ
が『
遠
州
の
ツ
ー
リ
ン
グ
』に
つ
い
て
、そ
の

魅
力
や
持
論
を
語
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
せ
ば
、走
っ
て
い
て
気
持
ち
の
い

い
景
色
に
出
逢
え
る
。被
写
体
に
牛
が
欲
し
い
な
、と

思
え
ば
、な
ぜ
か
牛
が
い
る
み
た
い
な（
笑
）。」と
久

留
宮
。

「
キ
ャ
ン
プ
ツ
ー
リ
ン
グ
は
自
分
の
好
き
な
も
の
ば
か

メ
ラ
マ
ン
久
留
宮
は「
最
近
の
キ
ャ
ン
プ
ギ
ア
は
小
さ

く
て
精
巧
に
出
来
て
い
る
よ
ね
。ツ
ー
ル
と
し
て
の
完

成
度
が
高
い
か
ら
、モ
ノ
と
し
て
愛
着
が
湧
く
し
、使

う
の
が
楽
し
み
に
な
る
。そ
れ
が
ツ
ー
リ
ン
グ
の
目
的

の
ひ
と
つ
だ
ね
。」と
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
意
見
。

そ
れ
に
対
し
、昨
年
念
願
の
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ー
を
手
に

入
れ
、ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
に
ハ
マ
っ
て
い
る
編
集
部
ド
ン・

サ
ハ
ラ
は「
自
分
の
ギ
ア
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
ズ
バ
リ

『
色
』。赤
と
黒
で
揃
え
て
ま
す
。コ
ン
パ
ク
ト
さ
も

大
事
だ
け
ど
、無
駄
に
大
き
く
て
も
自
分
の
好
き
な

色
で
揃
え
る
と
、キ
ャ
ン
プ
場
で
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た

時
に『
と
に
か
く
カ
ッ
コ
イ
イ
！
』」と
言
い
切
る
。確

か
に
ラ
イ
ダ
ー
の
ギ
ア
選
び
は
、と
か
く
機
能
優
先
に

な
り
が
ち
だ
が
、ド
ン
の
よ
う
に
自
分
の
テ
ー
マ
を
決

め
て
選
ぶ
の
も
大
い
に
ア
リ
。要
は
キ
ャ
ン
プ
に
自
分

が
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
が
大
切
な
の
だ
。

皆
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
最
年
長
の
ア
ジ
ト
石
塚
が

「
最
近
の
道
具
は
こ
ん
な
便
利
に
な
っ
た
の
か
と
正

直
驚
い
て
い
る（
笑
）。自
分
が
好
き
な
の
は
グ
ラ
ン

ド
シ
ー
ト
と
ナ
イ
フ
一
本
で
ど
こ
ま
で
出
来
る
か
っ

て
い
う
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
。そ
う
い
う『
サ
バ
イ

り
。ク
ル
マ
だ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
複
雑
で
。シ
ン
プ

ル
に
好
き
な
も
の
だ
け
に
囲
ま
れ
て
過
ご
せ
る
っ
て

い
う
の
が
自
分
に
と
っ
て
の
魅
力
。」と
言
う
ド
ン
。

「
昔
乗
っ
た
ビ
ッ
グ
バ
イ
ク
よ
り
、今
回
のV

-Strom

２
５
０
の
方
が
ち
ょ
う
ど
良
い
感
じ
で
、ず
っ
と
乗
り

続
け
て
い
た
く
な
る
。こ
の
後
は
ち
ょ
っ
と
海
に
夕
日

を
見
に
行
こ
う
か
な
っ
て
。多
分
南
に
走
れ
ば
着
く
よ

ね（
笑
）。」と
石
塚
。

「
遠
州
の
ツ
ー
リ
ン
グ
は
行
き
も
帰
り
も
い
い
。な
ら

こ
こ
へ
の
道
中
に
は
季
節
の
花
も
多
く
咲
い
て
い
る
。

山
も
海
も
川
も
あ
っ
て
、自
分
で
見
た
い
風
景
を
切
り

取
り
な
が
ら
ル
ー
ト
が
組
め
る
。こ
れ
が
遠
州
の
懐
の

深
さ
じ
ゃ
な
い
か
な
。」と
山
川
。

思
い
つ
き
で
始
ま
っ
た
今
回
の
野
外
編
集
会
議
。自
然

の
中
で
気
持
ち
が
解
放
さ
れ
、遠
州
と
キ
ャ
ン
プ
ツ
ー

リ
ン
グ
の
魅
力
を
再
確
認
す
る
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。思
い
立
っ
た
と
き
に
自
分
の
思
う
場
所
に
行

け
る
自
由
さ
、そ
れ
が
遠
州
の一
番
の
魅
力
で
あ
る
だ

ろ
う
。

遠州の
イイトコ
取り！

SWEN浜松店店長、野中氏の監修のもと、エンシュージアストがソロツーリングキャンプに適した
基本的な道具をチョイスしてみた。容量のあるツーリングバッグがあれば、これに食材などを加え
てもまだ余裕がある。
❶HenlyBeginsツーリングシートバッグDH-719 ￥19,000（デイトナTEL.0120-60-4955）
❷MSRエリクサー２￥36,000❸NANGAオリジナルオーロラライト500STDブラック￥27,800
❹SOTOミニポップアップテーブル￥4,800❺THERMARESTプロライト￥12,000❻Helinox
チェアワン￥11,500（以上SWEN浜松店TEL.053-411-5133）❼snowpeakチタンマグ
300（スタッフ私物）❽❾SOTOアミカスクッカーコンボ￥5,537❿UCOレスシャイ￥2,000⓫
ソーラーパフ￥3,400（以上SWEN浜松店）⓬バウルーホットサンドメーカー（スタッフ私物）⓭
HenlyBeginsマイクロレインスーツ ￥14,800⓮コンパクトジャンプスターター ￥13,800（デイ
トナTEL.0120-60-4955）⓯ペンドルトンブランケット（スタッフ私物）※価格は全て税抜きです

IMPRESSION OF EnshuSiast

今
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
サ
ク
ッ
と

山
方
面
で
や
っ
て
み
よ
う
か
。

CampMeeting ofEnshusiast

クシタニ クラリティジャケット

SUZUKI V-Strom 250

HenlyBegins 
ツーリングシートバッグ

M.S.R エリクサー1

当編集部のインプレは「走行中の風がう
まく抜ける構造で、梅雨シーズンのこの
時期でも蒸し暑さを感じなかった。生地も
しっかりしていて、フードもアウトドアジャ
ケットと考えれば◎、今回のようなキャン
プツーリングにはベストマッチ。」機能とデ
ザイン性が高次元でバランスした一着。

ロケでライダーを務めたアジト石塚は「と
にかくエンジンが良く回るから、走ってい
て気持ちいい。ずっと乗り続けていたくな
るバイク。足付き性がいいのもポイント。
250としては大柄な車体だが、ビッグバイ
クほど重くないから取り回しが良く、つい
つい寄り道したくなる。できればこのまま
家に連れて帰りたいほど。」と大いに気に
入った様子。バイクとしての基本性能の高
さが、そのまま走りの魅力につながってい
る編集部もオススメの「旅バイク」。

今回は横幅約51cmのMSRエリクサー
２に合わせ、サイドの可変ファスナーを広
げて使用。V-Strom250へは純正サイド
ケース取付け穴に付属ベルトできっちり
固定でき、スタイリッシュ。内部の補強フ
レームと補強板によりスクウェアな外観
が崩れないのも、さすがバイク用品専門
メーカーであるデイトナ品質。

遠州を代表するアウトドアショップSWEN
からは、入門者にも扱いやすくコストパ
フォーマンスの高いMSRエリクサー2を
借用。本来２人用の室内はソロキャンプで
は充分以上の快適な居住性を実現。両サ
イドに入り口と前室を備えているため、設
営の自由度が高いのも大きな魅力。

お問い合わせ ： 株式会社クシタニ
http://www.kushitani.co.jp

お問い合わせ ： スズキ株式会社
http://www1.suzuki.co.jp/motor/

お問い合わせ ： 株式会社デイトナ
http://www.daytona.co.jp

お問い合わせ ： SWEN
http://www.casa-swen.com

遠州が誇るレースギアの老舗。

バイクパーツのことなら。

スズキ独自の
フォルムを継承した、
スポーツツアラー。

キャンプグッズが揃う
総合アウトドアショップ。

Right Place,Right Time.

1

2 3 4 5

6

7 8

9
10 11

12

13

14 15

展示予定

資料あり
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バイクで行ける、
エンシュージアストおすすめ
ショップ＆キャンプ場ガイド

❼ TARI CANHA Murakushi BEACH
浜松市西区村櫛町5747-1

TEL：090-9029-1251　受付時間：9:00～16:00　
利用料：テント持込1泊1,300円＋バイク1台1泊1,000円　

オープン:金曜の夜・土曜の昼夜・日曜の昼（ご利用に当たっては事前にご連絡ください）
村櫛海水浴場として海の家が並んでいた跡地を利用したキャンプ
場。目前の浜名湖越しに見える夕陽は絶景。コンテナハウスの管理
棟を中心にドッグランやストア、BAR、カフェも併設され、キャンプ以
外でもふらりと立ち寄って水辺でのんびりできるスペースに
なっている。ちなみに船でやってきてキャンプインもできる。

⓮ 吉川キャンプ場カワセミの里
周智郡森町亀久保85-2

TEL：0538-85-9800　予約受付時間：8：30〜17：00　
利用料：テント持込１泊2,000円・施設利用料（1名/1日につき）200円

定休日：年中無休
アクティ森から吉川上流へ５分、旧吉川小学校跡地にある四方を緑
に囲まれた自然豊かなキャンプ場。裏手には清流「吉川」が流れ、
バーベキューや自然観察も楽しめます。５棟のバンガローをはじめ、
炊事棟・シャワー室も完備されていて、キャンプ初心者でも安心して
利用できる。http://www.cottage-acty.net/camping.html

❽ 森の市（JA遠州中央）
周智郡森町森1731-2

TEL：0538-85-0831　営業時間：9:00〜18:00　
定休日：年中無休（盆・年末年始・年始を除く）

森町で生産された新鮮な野菜や果物、特産品などを良心的な価格
で販売。なかでも6・7月のトウモロコシ「甘々娘」「甘太郎」、11月
の治郎柿、12〜2月のレタスは、旬の時季になると豊富に店頭へ
並びます。原木シイタケ、森の銘茶、タケノコなどもおすすめ。ツー
リングのお土産やキャンプ用食材の調達にも利用ができそう。
http://jaenchu.ja-shizuoka.or.jp/business/direct/mori/

❾ はまなこ　みんなのカフェ
湖西市利木226-1

TEL：053-578-3888　営業時間：10:00〜17:00 　
定休日：水曜日、その他 ※祝日の場合は営業

目の前の浜名湖を眺めながら、のんびりお食事、ティータイムを楽し
める。無農薬野菜を使った自家製ベーグルサンドプレートが人気メ
ニュー。自家製素材を使ったスィーツもオススメ。自転車、バイクで
の来店も多い。村櫛ビーチに支店あり。
http://hamanako-minna.com/

❹ しばちゃんランチマーケット
掛川市大和田25

TEL：090-2342-2725　営業時間：10:00～17:00　
定休日：火曜日

柴田牧場のジャージー牛乳を使ったソフトクリームやスウィーツが
人気のカフェスペース。ならここキャンプ場にもほど近く、ツーリン
グの休憩地点としてもオススメ。小さな橋を渡って牧場の牛を眺
めたり、オープンテラスからの小川のせせらぎを感じたりと、穏や
かな自然の中でゆったりと過ごせます。
http://www.shibachanchi.com

⓭ Rise Burger
掛川市南1-6-11サンメモリーハセガワ105

TEL：0537-29-6613
営業時間：11：00〜15：00、18：00〜22：00　定休日：水曜日

「STINK SIGNS」によるサインペイントとダイナーテイストの店
内がとてもクールなアメリカンスタイルハンバーガーショップ。
ジューシーなビーフ100%パティと地元産野菜をたっぷり挟んだ
ハンバーガーはボリューム満点。「お子さんからお年寄りま
で気軽に立ち寄ってほしい」というオーナーの人柄も◎。

❺ 本田宗一郎ものづくり伝承館
浜松市天竜区二俣町二俣1112

TEL：053-477-4664　開館時間：10：00～16：30　
観覧料：無料　

休館日：月・火曜日（祝日の場合は開館、水曜日を休館）年末年始
磐田郡光明村（現浜松市天竜区）生まれの世界的な偉人、本田宗
一郎の“ものづくり精神“を伝えるため、カブF号を始めとするホン
ダ歴代のバイクや宗一郎直筆の絵画など貴重な資料を展示して
紹介。バイクに関するグッズ販売コーナーも充実して、ツーリング
の記念に購入するのもオススメ。

❻ Nel Cafe マイルストーン
浜松市天竜区横山町711

TEL：053-923-1250　営業時間：10：00～18：00 　
定休日：水曜日

自家焙煎コーヒーと、JBL×Mcintoshで聴く極上のJAZZが楽し
める隠れ家的なカフェ。自慢のコーヒーは焙煎前／後にハンドピッ
クで良質な豆だけを選別し、適度な時間のエージングで最高の状
態で提供。建物は天竜の山々を望む高台の古民家をリノベーショ
ン。その落ち着いた空間で味わう一杯は至極のひととき。

❶ ならここキャンプ場
掛川市居尻179番地

TEL：0537-25-2055　受付時間：9:00～16:00　
利用料：テント持込1泊1,200円＋バイク1台1泊800円　

定休日：11〜3月のみ第1・3火曜日（祝日の場合は変更あり）･年始
総面積16,800㎡の敷地にバンガロー27棟、コテージ5棟、テニ
スコート、売店のほか、約100台分のオートキャンプ用サイトが備
えられています。春には桜、秋には紅葉など四季折々の景色を楽
しむことができ、原野谷川の吊り橋を渡って5分ほどの場所に源泉
100％の温泉が楽しめる「ならここの湯」があるのも魅力。

❷ SWEN浜松店
浜松市東区和田町883-1
TEL：053-411-5133

営業時間：平日11:00～19:30 土日祝10:00～19:00定休日：水曜日
キャンプ用品をはじめ、遊びのアイテムが溢れる店内は、見ている
だけで気分がワクワク。併設される「スノーピークストア」では最
新ギアから定番商品が揃い、中にはカタログ未掲載のレア物やス
トア限定商品も。アウトドアに精通するスタッフが親切に対応して
くれるのでキャンプ初心者でも安心です。
http://www.casa-swen.com/

❸ GENUINE JEANS SHOP Spiral
浜松市天竜区二俣町二俣1385

TEL：053-925-6001　営業時間：11：00～19：00 　
定休日：木曜日※臨時休業することがあります。

ジーンズカジュアルを中心に「良いものを長く楽しんで着てもら
う」を提案するお店。ヴィンテージレプリカの国産ジーンズを多数
揃え、中にはここでしか手に入らないブランドも。服をこよなく愛
するオーナーは、実は隠れたミシンコレクター。ユニオンスペシャ
ルによる裾上げが当時の風合いを完璧に再現。
http://www.spiraljeans.jp

街から海へ、山へ、川へ、湖へ・・・。季節の風景を眺めな
がら遠州を楽しむのは自由自在。今日はどこのキャンプ
場に行こうか。そんなツーリングの途中、キャンプ用の
食材を調達したり、敢えてバイクで立ち寄ってみたい店
もある。そんなショップ＆キャンプ場をエンシュージアス
トが厳選、紹介します。

⓫ クロッシングショップ LEFTY BOND
掛川市大池2896-1

TEL：0537-26-9068　営業時間：12：00〜20：00 　
定休日：月曜日

アメカジを基本にTROPHY CLOTHING、ADDICT CLOTHING
などのライダーに人気のブランドが並ぶ店内。服とバイクを熱愛
するオーナーの飾らない人柄とセンスに誘われ、地元だけでなく
遠方からの来店も多い。今後はオリジナルアイテムも増やしてい
くそうで、ライダーなら一度は足を運ぶ価値アリ。
http://leftybond.com/

⓬ てんてんゴーしぶ川キャンプ場
浜松市北区引佐町渋川２３７-１

TEL：053-545-0452　
受付時間：チェックイン１３：３０～１７：００チェックアウト９：００～１１：３０　

利用料：フリーテント1サイト1,080円（二輪車専用）　
定休日：なし（通年営業）

新東名浜松いなさインターより15分、奥浜名湖の山々に囲まれた
自然豊かなキャンプ場。コテージやバンガローもあり、共同浴場も
完備。（いずれも有料）春夏は清流で川遊びもでき、本格的なトラ
イアルコースではレベルに合わせてバイクトライアルが楽しめる。
子どもから大人まで誰もが自然を満喫できます。
http://www.tentengo.jp

CampCampCamp ShopShop

Shop

Shop

ShopShop Shop

Shop ShopShop

Camp

Right  Place,Right Time.

❶

❾

❻

❸
❺

❼ ❷

❿

⓬

⓮

❽

⓭
⓫

❹

2018/9/9（SUN）
エンシュージアスト主催

ほったらかし
ミーティング

開催します！
詳細はＰ.14をご覧ください。

出店予定
　❿ DELICIOUS KITCHEN

浜松市南区卸本町28   TEL：090-6023-9800
営業時間：10:00~16:00  金・土のみ夜営業（18:00~21:00）あり　

定休日：日曜日
大きなカーポートの屋根を利用して作られたユニークな店舗。「う
ちは定食屋」と胸を張る女性シェフの作る、季節で入れ替わる定
食メニューはどれも美味しくて満足感大。日替わりのランチも好評
だ。貸し切りでの利用や、パーティーやイベントへのケータ
リングも相談に応じてくれる。

ほったらかし
ミーティングは
このへん！
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自分だけの
隠れ家
がほしい。
それはクルマ、バイク、キャンプ、音楽、サーフィン・・・自分だけ
の趣味を謳歌するための秘密の場所。
バイクをトコトンいじれる専用のガレージから、中古のコンテナ
を利用したアイデア満載のコンテナハウス、アソビをそのまま
フィールドへ持って行ける理想的なトランスポーターまで、熱中
人なら誰もがほしい「隠れ家」をエンシュージアストならではの
視点で選りすぐりました。

Enshu
Siast's
Choice!

サイレント
ストリートミュージック

S.S.M

アジト
コレクション

フリー
ミーティング
ルーム

デリシャスキッチン
&ミツノシマジャム

シークレット
ブース

エンシュージアスト
出張編集部

ミュージック
スタジオ

エンシュージアスト
協賛ブース

編集部秘蔵の
コレクションを大放出！

自由にダベって自由に
休める、休憩ブース

オリジナルの
シルバーアクセ、
造形モノの展示販売

デリシャスな
FOOD&DRINKと

ミツノシマジャムの販売 ストリートライブの
新しいカタチを提案！

何が入っているかは
開いてからのお楽しみ!

協賛各社のヘルメット、
ウェアなどを展示

本紙掲載ヤマハ
ワイヤレススピーカー展示。

試聴もできます！

HOT
MEETING

tarakashi

が
、浜
名
湖
に
や
っ
て
く
る
！

2018
10:00~15:00

SUN9.9 株式会社 フォーバイシー

会場

本紙の
このスタンプを

要チェック！

主催・企画：エンシュージアスト編集部

協力：株式会社 フォーバイシー

エンシュージアスト

エンシュージアストほったらかしミーティング
エンシュージアストが主催する「ほったらかしミーティング」は魅力的な
コンテナが並ぶフリースペースを利用したライダーのためのライダーによる、
とんじゃかないイベント。ツーリングの行きに、帰りに、または待ち合わせ
場所などに、自由気ままにご利用、お立ち寄りください。

飲食の持ち込みは自由（ゴミはお持ち帰りください）
基本的に水道・トイレ（簡易トイレはあり）はございません
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資料あり

バ
イ
ク
を
ト
コ
ト
ン

い
じ
り
た
い
な
ら
。株

式
会
社
デ
イ
ト
ナ
【 

遠
州
森
町 

】

デ
イ
ト
ナ
・
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ガ
レ
ー
ジ

Ｄ
ｌ
Ｙ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

自
分
だ
け
の
秘
密
基
地
を
作
る
。

ア
メ
リ
カ
映
画
で
よ
く
観
る
、自
宅
の
ガ
レ
ー
ジ
で
オ

イ
ル
に
ま
み
れ
て
愛
車
を
い
じ
る
シ
ー
ン
に
く
ぎ
付

け
に
な
る
。ま
た
、ア
ッ
プ
ル
や
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ

ン
が
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
起
業
し
た
よ
う
に
、モ
ノ
を
生
み

出
す
高
揚
感
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。男
子
は
何
歳
に

な
っ
て
も
ガ
レ
ー
ジ
に
憧
れ
を
抱
い
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
僕
ら
の
欲
望
に
応
え
て
く
れ
た
の
は
、オ
ー
ト

バ
イ
の
ア
フ
タ
ー
パ
ー
ツ
を
企
画・開
発・販
売
す
る
株

式
会
社
デ
イ
ト
ナ
。今
回
は「
デ
イ
ト
ナ
モ
ー
タ
ー
サ

イ
ク
ル
ガ
レ
ー
ジ
」の
エ
ン
ト
リ
ー
モ
デ
ル「
ベ
ー
シ
ッ

ク
」を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
、自
分
仕
様
の
ガ
レ
ー
ジ

を
製
作
す
る
。カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
教
え
て
く
れ
る
の

は
、自
身
も
ア
プ
リ
リ
ア
Ｒ
Ｓ
４
と
ベ
ス
パ
に
乗
る
ガ

レ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
の
中
川
さ
ん
。「
ち
ょ
っ
と
Ｄ
ｌ
Ｙ
す

る
だ
け
で
、男
の
隠
れ
家
っ
ぽ
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
す

よ
」と
に
こ
や
か
に
笑
う
。期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

な
が
ら
、作
業
が
ス
タ
ー
ト
。

打
ち
付
け
る
。慣
れ
て
い
れ
ば
こ
こ
ま
で
で
２
時
間

ほ
ど
。休
憩
し
な
が
ら
徐
々
に
部
屋
ら
し
く
な
っ
て
い

く
ガ
レ
ー
ジ
を
見
る
の
が
楽
し
い
。続
い
て
天
井
の
梁

（
は
り
）に
２
㎜
の
ラ
ワ
ン
材
を
金
属
用
ネ
ジ
で
止
め

る
。壁
と
同
じ
く
天
井
も
外
壁
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、

間
違
っ
て
ネ
ジ
を
打
つ
と
雨
漏
り
す
る
の
で
注
意
。天

井
は
１
人
で
は
難
し
い
か
ら
、友
人
に
支
え
て
も
ら
い

な
が
ら
作
業
す
る
の
が
ベ
タ
ー
。壁
と
天
井
を
取
り
付

け
る
こ
と
で
、最
低
限
の
暑
さ
対
策
に
も
な
る
。よ
り

快
適
な
空
間
を
目
指
す
な
ら
、壁
と
ラ
ワ
ン
合
板
の

間
に
断
熱
材
を
入
れ
る
の
も
お
す
す
め
だ
。最
後
に

照
明
や
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を
吊
る
す
バ
ー
を
取
り
付
け

て
終
了
。計
画
を
立
て
、材
料
の
買
い
出
し
、設
営
で

３
日
ほ
ど
あ
れ
ば
完
成
す
る
。か
か
っ
た
費
用
は
１
万

円
。武
骨
だ
っ
た
ガ
レ
ー
ジ
が
、味
わ
い
あ
る
空
間
に

様
変
わ
り
し
た
。

【
使
用
し
た
材
料
】O
Ｓ
Ｂ
合
板
９㎜（
床
用
）、ラ
ワ
ン

合
板
４
㎜（
壁
用
）、ラ
ワ
ン
合
板
２
㎜（
天
井
用
）、木

ネ
ジ
、金
属
ネ
ジ

エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス
ト
編
集
部
が

完
成
し
た
ガ
レ
ー
ジ
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
。

ガ
レ
ー
ジ
は
バ
イ
ク
を
入
れ
て
、初
め
て
完
成
す
る
も

の
。今
回
の
バ
イ
ク
は
、名
車「
Ｚ
２
」を
思
わ
せ
る
ス

タ
イ
リ
ン
グ
が
人
気
の
カ
ワ
サ
キ「
Ｚ
９
０
０
Ｒ
Ｓ
」。

エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス
ト
編
集
部
が
小
物
や
イ
ン
テ
リ
ア

を
持
ち
運
び
、Ｄ
ｌ
Ｙ
し
た
ガ
レ
ー
ジ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
し
て
み
ま
し
た
。標
準
仕
様
の
収
納
棚
に
は
、こ

れ
ま
で
乗
り
継
い
で
き
た
バ
イ
ク
の
メ
ッ
ト
や
メ
ン
テ

Ｄ
ｌ
Ｙ
ガ
レ
ー
ジ
の
予
算
は
１
万
円

３
日
間
で
憧
れ
の
空
間
が
完
成
！

今
回
の
Ｄ
ｌ
Ｙ
は
床
と
壁
、天
井
を
木
で
覆
う
と
い
う

簡
単
な
も
の
。材
料
も
全
て
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
手
に

入
る
も
の
ば
か
り
。１
人
で
作
れ
な
い
こ
と
は
な
い
け

れ
ど
、友
人
を
集
め
て
２
〜
３
人
で
作
業
す
る
の
が
効

率
よ
く
、安
全
な
の
で
お
す
す
め
。電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

は
必
須
で
、事
前
に
ガ
レ
ー
ジ
内
の
サ
イ
ズ
を
測
り
、

必
要
な
板
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
カ
ッ
ト
し
て
も
ら

う
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

最
初
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
、床
作
り
。９㎜
の
O
Ｓ
Ｂ

合
板
を
そ
の
ま
ま
並
べ
て
い
く
。床
を
作
る
こ
と
で
バ

イ
ク
を
載
せ
た
と
き
の
荷
重
が
分
散
さ
れ
る
ほ
か
、

ガ
レ
ー
ジ
内
の
湿
気
を
吸
収
し
て
く
れ
る
効
果
が
あ

る
。今
回
は
合
板
を
置
い
た
だ
け
だ
が
、金
属
用
の
ネ

ジ
を
打
っ
て
固
定
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。続
い
て
壁
を
施

工
。今
回
は
窓
と
ア
ル
ミ
ド
ア（
と
も
に
オ
プ
シ
ョ
ン
）

が
付
い
て
い
る
の
で
壁
に
柱
が
あ
り
凸
凹
し
て
い
る

が
、標
準
仕
様
は
柱
が
な
く
平
ら
。内
壁
は
外
壁
を

兼
ね
て
い
て
、そ
の
ま
ま
ネ
ジ
を
打
つ
と
穴
が
開
い
て

し
ま
う
た
め
、間
柱
を
設
置
す
る
。ネ
ジ
は
使
わ
ず
、

ジ
ャ
ス
ト
サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
し
た
柱
を
は
め
込
ん
で

い
く
。こ
の
間
柱
に
４㎜
の
ラ
ワ
ン
合
板
を
木
ネ
ジ
で

ナ
ン
ス
グ
ッ
ズ
、ツ
ー
リ
ン
グ
ア
イ
テ
ム
を
た
っ
ぷ
り

収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
波
状
に
な
っ
た
屋
根

の
す
き
間
か
ら
電
源
コ
ー
ド
を
入
れ
ら
れ
る
の
で
、電

気
工
事
を
す
る
こ
と
な
く
、手
軽
に
照
明
を
設
置
で

き
る
の
も
う
れ
し
い
。完
成
し
た
ガ
レ
ー
ジ
に
佇
む
愛

車
が
、普
段
と
は
ち
が
う
表
情
を
み
せ
て
く
れ
る
。

デイトナモーターサイクルガレージ

ベーシックシリーズ
264,000円（税別・配送・工事費含）〜
お問い合わせ ： 株式会社デイトナ
静岡県周智郡森町一宮4805   
TEL.0120-60-4955
http://www.daytona.co.jp/

愛車の周りに所狭しと並んだ、お気に入りのアイテムたち。誰にもジャマされず整備
に没頭する時間が贅沢。

サイズにあわせてカットした
OSB合板を敷き詰めるだけと
いう手軽さがいい。

壁に設置した間柱にラワン合板
を打ち付けていく。すき間に断
熱材を入れてもOK。

天井の梁（はり）に板を施工。事
前に位置あわせをするのがきれ
いに仕上がるコツ。

自分だけの隠れ家がほしい。

ガレージは自分だけの秘密基地だけでなく、愛車を盗難や災害か
ら守ってくれる重要な役割も果たす。

愛車とインテリアを並べて、DIYガレージが無事に完成。
これから憧れのガレージライフがスタートする。

Enshu
Siast's
Choice!
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趣
味
は
す
べ
て

コ
ン
テ
ナ
の
中
に
。

  

株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
イ
シ
ー

【 

浜
松
市
西
区 

】

 

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

浜
松
初
。

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
専
門
会
社
、

フ
ォ
ー
バ
イ
シ
ー
。

コ
ン
テ
ナ
を
販
売
す
る
会
社
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。

し
か
し
、フ
ォ
ー
バ
イ
シ
ー
は
コ
ン
テ
ナ
を
あ
な
た
が

思
い
描
く
居
場
所
に
変
え
て
、コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
と
し

て
提
供
し
て
く
れ
る
会
社
。そ
ん
な
会
社
は
検
索
し

て
も
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
手

が
け
て
、わ
ず
か
３
年
。彼
ら
が
手
が
け
る
コ
ン
テ
ナ

ハ
ウ
ス
は
、す
で
に
１
０
０
件
を
超
え
る
。東
は
新
潟
、

西
は
三
重
と
、と
こ
ろ
を
選
ば
ず
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
秘
密
は
、プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
。い
ま
ま
で
様
々
な
コ

ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
提
供
し
て
き
た
。バ
イ
カ
ー
の
隠
れ

家
、雑
貨
作
家
の
ア
ト
リ
エ
、古
本
と
レ
コ
ー
ド
の
販

売
を
扱
う
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
事
務
所
。全
て
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
個
性
的
。ま
さ
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
。

「
コ
ン
テ
ナ
っ
て
、面
白
い
ん
で
す
よ
」代
表
の
佐
野

は
言
う
。「
用
途
は
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
が
、打
合
せ

を
し
て
い
く
と
話
が
盛
り
上
が
っ
て
、お
客
様
が
最
初

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
物
と
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す

よ
ね
。で
も
、カ
タ
チ
に
な
っ
た
も
の
は
ま
さ
し
く
お

客
様
だ
け
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
な
ん
で
す
。家
と
違
っ

て
、自
分
だ
け
の
居
場
所
な
の
で
、私
た
ち
が
、ち
ょ
っ

と
刺
激
す
る
と
ワ
ガ
マ
マ
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
の
ワ
ガ
マ
マ
こ
そ
、コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
で
な
い
と
実

現
で
き
な
い
事
で
す
。だ
っ
て
、奥
さ
ん
や
子
ど
も
の

事
を
気
に
す
る
こ
と
が
無
い
ん
で
す
か
ら
。私
た
ち
は

ワ
ガ
マ
マ
に
な
る
こ
と
に
ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い
し
て
い

る
だ
け
で
す
よ
」。

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
に
は

不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。

台
風
12
号
、JO

N
G

D
A

R
I（

ジ
ョ
ン
ダ
リ
）が
遠
州
灘

を
東
か
ら
西
へ
と
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
夜
、私
は
た
っ

た
６
畳
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
に
い

た
。雨
が
窓
や
壁
に
叩
き
付
け
ら
れ
、庭
に
あ
る
シ
マ

ト
ネ
リ
コ
が
風
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、こ
の

嵐
の
中
、こ
こ
に
い
る
孤
独
感
が
案
外
心
地
よ
か
っ
た

り
す
る
。そ
れ
は
、初
め
て
の
居
場
所
で
あ
っ
た
自
分

の
部
屋
で
、台
風
の
夜
を
過
ご
し
た
あ
の
時
と
何
も

変
わ
ら
な
い
。

あ
の
夜
と
同
じ
よ
う
に
私
は
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
い

る
。タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
で
針
を
落
と
す
の
は
、レ
ー

ナ
ー
ド・ス
キ
ナ
ー
ド
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
。今
夜

は
こ
れ
を
聴
き
な
が
ら
寝
よ
う
。外
で
は
相
変
わ
ら

ずJO
N

G
D

A
R

I

が
騒
い
で
い
る
。目
を
閉
じ
な
が
ら

あ
の
頃
を
思
い
出
す
。久
し
ぶ
り
に
故
郷
の
景
色
が

見
た
く
な
っ
た
。そ
う
だ
、明
日
、JO

N
G

D
A

R
I

が
抜

け
て
い
た
ら
バ
イ
ク
で
行
っ
て
み
よ
う
。そ
う
思
っ
た

頃
、曲
は「
フ
リ
ー・バ
ー
ド
」に
な
っ
て
い
た
。

た
っ
た
６
畳
ほ
ど
、決
し
て
広
く
な
い
場
所
に
好
き
な

「
モ
ノ
」を
詰
め
込
む
。自
分
だ
け
の
居
場
所
。そ
れ

は
子
ど
も
の
頃
、初
め
て
与
え
ら
れ
た
自
分
の
部
屋
、

「
最
初
は
普
通
に
コ
ン
テ
ナ
を
並
べ
る
だ
け
の
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
す
が
、プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
う
ち

に
、妄
想
が
先
走
っ
て
こ
ん
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す（
笑
）。後
付
け
で
き
れ
い
に
ま
と
め
る
な
ら
、

『
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
可
能
性
は
無
限
な
ん
で
す
』っ

て
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で・・・。」と

佐
野
。続
け
て
、「
実
は
こ
の
展
示
場
、お
客
様
に
見
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く
て
、レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

使
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」。

聞
け
ば
、こ
の
秋
か
ら
こ
のC

O
N

TA
IN

ER
 B

A
SE

で
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
な
ど
の
会
場
と
し
て
も
使
え
る

よ
う
に
す
る
と
の
こ
と
。「
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
っ
て
自
由

だ
か
ら
、持
つ
こ
と
が
全
て
で
は
な
く
、『
使
う
』楽
し

み
方
も
あ
り
か
な
。仲
間
内
の
パ
ー
テ
ィ
ー
や
バ
イ
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ん
か
に
使
っ
て
も
い
い
し
、結
婚
式
を

や
る
人
が
現
れ
て
も
い
い
か
な
。自
由
だ
か
ら
要
相
談

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

文
字
通
り
コ
ン
テ
ナ
は
何
か
を
始
め
る
き
っ
か
け（
ベ
ー

ス
）と
し
て
は
最
高
の
素
材
だ
と
思
う
。

古本や中古レコードを扱うネットショップの事務所兼、時々ショッ
プ。オーナーの好きなモノで囲まれている。

NAKED
¥350,000+tax～
コンテナを提供します。そのまま使うのもよし、工事す
るのも全てを自分で行うスタイル。

HALF BUILD
￥1,000,000+tax～
下工事（サッシ、壁や床、天井などの基礎工事）をして
お渡しします。床、壁、仕上げを自分で行うスタイル。

FULL BUILD
￥2,000,000+tax～
打合せをしながら、あなただけのコンテナハウスを完
成、提供するスタイル。

あ
る
い
は
初
め
て
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
た
ア
パ
ー
ト
の

部
屋
に
似
て
い
る
。好
き
な
モ
ノ
し
か
置
い
て
い
な
い

あ
の
部
屋
、全
て
が
手
の
届
く
あ
の
場
所
。

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
も
同
じ
だ
。だ
か
ら
こ
そ
、あ
の
時

の
何
か
に
夢
中
に
な
っ
た
気
持
ち
が
蘇
る
。そ
し
て
ひ

と
り
の
オ
ト
コ
と
し
て
の
脳
細
胞
が
動
き
出
す
。そ

ん
な
魅
力
を
持
つ
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
。そ
ろ
そ
ろ
い
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
人
生
をR

EB
O

O
T

（
再
起
動
）

し
ま
し
ょ
。

外壁をモルタルで固めた雑貨作家のアトリエ。家族とのほど
よい距離感をデッキでうまく作っている。

お問い合わせ ： 株式会社フォーバイシー
静岡県浜松市西区雄踏町山崎3400-380   
TEL.053-489-3113　　mail:info@4xc.jp
※CONTAINER BASEには常駐のスタッフがいないため、
　必ず事前にご連絡をお願いします。

CONTAINER BASE レンタルスペース事業
運営・管理：エンシュージアスト編集部

（キーウエストクリエイティブ内） 担当：石塚　
TEL.053-450-0222　mail：container_base@key-w.com

自分だけの隠れ家がほしい。

Enshu
Siast's
Choice!

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
展
示
場

「CONTAINER BASE

」オ
ー
プ
ン
。

２
０
１
８
年
５
月
。周
り
を
畑
や
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
何

も
な
い
と
こ
ろ
に
突
如
、気
に
な
る
場
所
が
で
き
た
。

そ
れ
が
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
展
示
場「C

O
N

TA
IN

ER
 

B
A

SE

」。フ
ォ
ー
バ
イ
シ
ー
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
脇
、

敷
地
面
積
は
約
１
０
０
０
㎡
、コ
ン
テ
ナ
10
台
で
囲
ま

れ
、頑
強
な
木
製
の
扉
に
阻
ま
れ
中
を
伺
い
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。扉
を
開
け
る
と
、デ
ッ
キ
ウ
ォ
ー
ク
が
正

面
ス
テ
ー
ジ（
？
）ま
で
あ
た
か
も
レ
ッ
ド
カ
ー
ペッ
ト
の

よ
う
に
続
い
て
い
る
。デ
ッ
キ
ウ
ォ
ー
ク
を
は
さ
ん
で
８

台
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
。そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

り
、名
前
が
付
い
て
い
る
。し
か
も
個
性
的
。外
か
ら
よ

く
分
か
ら
な
い
し
、極
端
な
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
ば
か
り
、

な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
場
所
を
作
っ
た
の
か
？

コンテナハウスは3つのスタイル　※全てのスタイルにおいて、現地調査、運送費、設置費用（ブロック基礎）は含まれております。

代表の佐野洋一郎氏。彼も
また、いつまでも少年の心
をもったオトコである。

展示予定
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Made in 遠州。プロ が選ぶ移動基地。
有
限
会
社
オ
グ
シ
ョ
ー
【 

浜
松
市
東
区 

】

オ
グ
シ
ョ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
が
こ
ぞ
っ
て
選
ぶ

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ

浜
松
イ
ン
タ
ー
に
ほ
ど
近
い
、浜
松
市
東
区
下
石
田
町

に
あ
る「
オ
グ
シ
ョ
ー
」。店
の
前
に
何
台
も
の
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
タ
ー（
ト
ラ
ン
ポ
）が
並
ん
で
い
る
姿
を
見
た
読

者
も
多
い
は
ず
だ
。オ
ー
ナ
ー
は
モ
ト
ク
ロ
ス
国
際
A

級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
ち
、全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
２
５
０
cc
ク

ラ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
小
栗
伸
幸
。現
在

も
海
外
ラ
リ
ー
な
ど
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、上
位
入
賞
す

る
伝
説
的
な
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
あ
る
。そ
ん
な
彼
だ

か
ら
こ
そ
、プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
が
ト
ラ
ン
ポ
に
何
を
求

め
る
の
か
感
覚
的
に
分
か
る
。モ
ト
ク
ロ
ス
に
と
ど
ま

ら
ず
、サ
ー
フ
ィ
ン
や
カ
ヤ
ッ
ク
、釣
り
な
ど
、ア
ウ
ト

ド
ア
を
舞
台
に
活
躍
す
る
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
ア
ス
リ
ー

ト
が
ト
ラ
ン
ポ
を
愛
用
し
て
い
る
。

全
国
各
地
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ

て
、道
具
の
運
搬
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、さ
ら
に
体
調
管
理

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ト
ラ
ン
ポ
は
、ま
さ
に
移
動
す
る
基

地
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

日
産
自
動
車
が
認
め
た
品
質
の
高
さ

本
気
で
遊
ぶ
大
人
の
心
を
つ
か
む

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、オ
グ
シ
ョ
ー
に
熱
い

視
線
を
送
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
。日
産
自

動
車
は
、「
Ｎ
Ｖ
３
５
０
キ
ャ
ラ
バ
ン 

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
」を
オ
グ
シ
ョ
ー
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、販
売

す
る
こ
と
を
決
め
た
。標
準
で
フ
ロ
ア
の
床
張
り（
合

板
＋
ロ
ン
リ
ュ
ー
ム
仕
様
）を
装
備
し
、ア
ウ
ト
ド
ア

の
ハ
ー
ド
な
使
用
に
耐
え
る
。さ
ら
に
、オ
プ
シ
ョ
ン

で
ベ
ッ
ド
や
サ
イ
ド
ボ
ッ
ク
ス
、ア
ッ
パ
ー
レ
ー
ル
な

ど
、ト
ラ
ン
ポ
に
必
要
な
装
備
を
全
国
の
日
産
デ
ィ
ー

ラ
ー
で
注
文
で
き
る
の
も
魅
力
で
、ア
ウ
ト
ド
ア
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
本
気
で
遊
ぶ
大
人
た
ち
の
支
持
を
集

め
て
い
る
。日
産
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
買
え
る
ト
ラ
ン
ポ
と

い
う
こ
と
は
、品
質
も
メ
ー
カ
ー
と
同
等
の
ク
オ
リ

テ
ィ
を
求
め
ら
れ
る
。そ
う
し
た
厳
し
い
条
件
を
満
た

し
、日
産
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
、

オ
グ
シ
ョ
ー
が
一
地
方
の
カ
ス
タ
ム
パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー

で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

オグショー/トランスポーター

お問い合わせ ： 
有限会社オグショー
静岡県浜松市東区下石田町1841-1   
TEL.053-421-0122
http://www.ogushow.co.jp/

自分だけの隠れ家がほしい。

Enshu
Siast's
Choice!

アウトドアスポーツには道具を積んで移動するトランポが欠かせな
い。オグショーでは、サポートアスリートの意見を取り入れ、それぞ
れのジャンルに最適なレイアウトや装備の開発を行っている。その
たゆまぬ進化と革新性が業界を牽引している。

日産の『NV350トランスポーター』は全
て浜松のオグショーファクトリーで内装
施工される。車両の仕様決定からカタロ
グ撮影に至るまで、メーカーとともに二
人三脚で開発にあたった。名実ともに日
産とオグショーのコラボレーションから
誕生した。

サイクリング

モータースポーツ

サーフィン

フィッシング

スキー

ワーク

伊勢谷氏以外にも多くの著名人がオグショートランポを選んでい
る。その人気は全国随一と言っても過言ではない。

創業者の小栗伸幸氏は自身も現役アスリート。2017年にはラ
リーモンゴリアを市販車CRF250RALLYでクラス優勝。現在も
第一線で活躍するアスリートだからこそ、他のアスリートの要求
を感覚的に理解できる。アスリート目線の開発力がプロに支持さ
れる所以である。

遊びの聖地とも言える遠州で作り続ける。プロが選ぶ道具として
の高い機能性がオグショートランポの本質である。

外
装
か
ら
内
装
ま
で

自
由
に
カ
ス
タ
ム

伊
勢
谷
友
介
氏
の
愛
車
を
手
が
け
る

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
職
業
の
一
つ
、俳
優
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
、振
る
舞
い
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
自
分

自
身
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。俳
優・映
画
監
督
、さ
ま

ざ
ま
な
社
会
活
動
を
行
う
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

代
表
で
も
あ
る
伊
勢
谷
友
介
氏
が
、自
身
の
愛
車
に

選
ん
だ
の
が
オ
グ
シ
ョ
ー
で
フ
ル
カ
ス
タ
ム
し
た
ハ
イ

エ
ー
ス
だ
。Ｖ
Ｗ
の
ヴ
ァ
ナ
ゴ
ン
の
外
装
を
イ
メ
ー
ジ

し
、黒
色
の
ボ
デ
ィ
に
マ
ッ
ト
カ
ー
キ
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。

趣
味
で
あ
る
バ
イ
ク
を
積
め
込
め
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

出
か
け
る
際
に
は
車
中
泊
で
き
る
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
ベッ

ド
を
搭
載
。１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
ブ
ラ

ン
ド
、ペ
ン
ド
ル
ト
ン
製
の
生
地
を
採
用
し
た
内
装
が

お
し
ゃ
れ
。確
か
な
審
美
眼
を
持
つ
伊
勢
谷
氏
に
相
応

し
い
、唯一
無
二
の
愛
車
が
完
成
し
た
。

海
、山
、湖
が
あ
る
豊
か
な
自
然
と

バ
イ
ク
の
街
が
オ
グ
シ
ョ
ー
を
育
む

オ
グ
シ
ョ
ー
が
あ
る
遠
州・浜
松
は
、遠
州
灘
や
浜
名

湖
、天
竜
川
に
囲
ま
れ
、サ
ー
フ
ィ
ン
や
カ
ヤ
ッ
ク
と

い
っ
た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
。ま
た
起
伏
に
富
ん

だ
山
間
地
で
は
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
Ｍ
Ｔ
Ｂ
、渓
流

で
釣
り
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、遊
び
の
聖
地

と
も
い
え
る
恵
ま
れ
た
場
所
。ま
た
、敗
戦
間
も
な
い

昭
和
22（
１
９
４
７
）年
、本
田
宗
一
郎
が
日
本
で
初
め

て
国
産
オ
ー
ト
バ
イ
を
販
売
。昭
和
20
年
代
半
ば
に

な
る
と
、ホ
ン
ダ・ス
ズ
キ
を
は
じ
め
30
社
以
上
の
バ

イ
ク
メ
ー
カ
ー
が
ひ
し
め
き
、技
術
開
発
に
し
の
ぎ
を

削
っ
た
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の
街
で
も
あ
る
。さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
め
る
気
候
、先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
確
か
な
技
術
を
有
す
る
も
の
づ
く
り
の

街・浜
松
に
、プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
や
企
業
が
信
頼
を
寄

せ
る
オ
グ
シ
ョ
ー
が
誕
生
し
た
の
は
、あ
る
意
味
で
必

然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

資料あり
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L e a t h e r
F o r
R e a l
R i d e r s

タイムレスなプロダクトの魅力
　「タイムレス・ティンバー・メイプル」と呼ばれる木

材がある。アメリカ５大湖の湖底に70〜250年眠っ

ていた木材を、引き上げ乾燥させた銘木で、その木材

を使ったエレキギターは圧倒的な【鳴り】を備えてい

るという。人工的に生長させた木材と違い、ゆっくり

自然の中で年輪を重ねた材なので、木目が詰まり素

直で均質なため、本当の木の鳴りを獲得していると

いう。

　ホースシューベンドの森本オーナーが所蔵する

1950年代後半に作られたヴィンテージのLanglitz 

Cascade。新品のジャケットと並べてみても、とて

も数十年が経っているとは思えない艶やかなレザー

の表面。ライディングでついた袖のシワの一本一本が

わずかにリアルな時を感じさせる。1947年の創業以

来、自然豊かなオレゴン州ポートランドの本社兼工場

にて、現在でも１日６着、というほぼ手作りによる少

量生産が頑なに守られているという。小さなカスタ

ム・メイド・ショップゆえの“融通の効いた丁寧な仕事

ぶり”が現在に続く『ラングリッツ』の名を輝かせる。

ラングリッツの最大の魅力は『革厚や細かい仕様ま

で、すべてがオーダーメイドできること。だから一人

一人のライダーにジャストフィットする最高の着心地

を、ずっと長く味わえる』と語る森本氏。

　森本氏の愛するものは、自身と同じ年月を重ねて

きたヴィンテージ品が多い。Cascade、デュオグラ

イド、etc…。いずれにも共通するのが“タイムレス”

なモノの魅力。言い換えれば永く愛せる『本物』であ

ること。そんな本物を求める人はぜひホースシュー

ベンドを訪ねることをお勧めしたい。

Langlitz Leathers
Cascade ￥298,000 (+Tax) ～
※画像のVintage Cascadeは参考商品

ホースシューベンド
静岡県浜松市北区細江町気賀1769-1

TEL 053-525-9985 営業時間 11:00～19:00 水曜定休

Langlitz Leathers Dealer, WHITE'S BOOTS, Vintage Harley
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出店予定

29  EnshuSiast EnshuSiast  28



What's
Natural Sound?

E N S H U S I A S T  M U S I C  S U M M I T  2 0 1 8

2018年夏、ヤマハ本社内のオーディオ試聴室「Bスタジオ」。

「最新オーディオシステムの再現力と魅力に触れる試み」に 

“音”を生業とするプロフェッショナル4人が集結。楽曲を創造し

表現するアーティスト、それを再生するオーディオシステムの

開発者、そして、製品を販売するオーディオショップ店長が、

それぞれの立場でオーディオとスピーカーの音世界を体感し

語り合う、というちょっと贅沢な試聴会が行われた。
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熊澤進
SUSUMU KUMAZAWA
音響事業本部 事業統括部 

AV事業推進部 AV商品企画グループ 　
中学時代、ロックに心奪われ、バンドを組み自
身のサウンドを追求するうちに音響の世界へ。
技術畑から現在は商品の企画開発を統括す
る立場で製品づくりに携わる。今回試聴した
A-S3000、CD-S3000の開発を担当。

〈①レインボー・②ブルース、ソウル〉

畑中摩美
MAMI HATANAKA

シンガー&ソングライター 　
高校時代、音楽に自己表現を見い出し、活動を
スタート。東京で音楽キャリアを積み、デビュー。
アルバム2枚をリリース。現在、浜松市を拠点
に、週一のラジオ放送、映画出演など活躍の場
を広げ、アーティストとして活動中。

〈①クイーン・②BAKU、ASKA〉

鈴木誠治
SEIJI SUZUKI

ツバキオーディオ（浜松市中区） 　
浜松で唯一のオーディオ専門店店長。物心つい
たときから音楽に囲まれて育つ。店では一日中、
気になるサウンドやお客さんが持参するCDを
試聴したり、さまざまなオーディオ相談に応じた
りしている。〈①中島みゆき・②J-POP、ユーミ
ン、竹内まりや〉

小菅克真
KATSUMASA KOSUGE

ヤマハ株式会社 音響事業本部 開発統括部 
AV開発部 機構・音響グループ 　

幼少期から母親の聴くクラシックに親しみ、音楽
のある生活が必然となる。プライベートではロッ
クバンドに所属、家族（子ども）の影響で日本の
楽曲も聴く。本日試聴のWX-010/030の開発者。

〈①オアシス・②JAZZ、奥田民生、斉藤和義〉

E N S H U S I A S T  M U S I C  S U M M I T  2 0 1 8

B
luetooth

®
 

ス
ピ
ー
カ
ー
で

音
楽
を
気
軽
に
楽
し
む

　

普
段
は
製
品
の
検
査
に
使
わ
れ
る
試
聴
室
、音
楽
ス

タ
ジ
オ
よ
り
も
反
響
が
少
な
い
オ
ー
デ
ィ
オ
専
用
ル
ー

ム
で
あ
る
。こ
こ
に
、入
門
機
か
ら
ハ
イ
エ
ン
ド
ま
で
の

シ
ス
テ
ム
が
、今
日
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
。

熊
澤「
今
回
は
、い
つ
も
オ
ー
デ
ィ
オ
に
接
し
て
い
る

我
々
や
鈴
木
さ
ん
主
導
で
な
く
、唯
一
、音
楽
表
現
者
の

畑
中
さ
ん
に
率
直
な
感
想
を
い
た
だ
い
て
、談
義
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。真
ん
中
の
席
へ
ど
う
ぞ
。」

畑
中「
私
、普
段
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か
車
の
カ
ー
ス
テ
レ
オ

で
聴
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
。レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
以
外
で

は
、実
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を
前
に
し
て
ち
ゃ
ん
と
聴
く
と
い

う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
ん
で
す
が（
笑
）。」

　

手
始
め
に
、Ｗ
Ｘ-

０
１
０
／
０
３
０
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
接
続
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
の
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

M
usicC

ast C
O

N
TR

O
LLER

ア
プ
リ
で
再
生
し

た
。コ
ン
パ
ク
ト
な
ボ
デ
ィ
か
ら
ビ
ー
ト
に
乗
っ
た
歯
切

れ
の
良
い
歌
声
が
流
れ
出
て
く
る
。

畑
中「
イ
イ
音
！
立
体
的
に
聴
こ
え
る
し
、こ
れ
で
十

分
。机
に
置
き
た
い
で
す
。」

小
菅「
こ
の
製
品
は
、普
段
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
音
楽
を

聴
い
て
い
る
人
に
、ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
外
し
て
、試
し
て
も

ら
い
た
い
入
門
機
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。小
さ
な
音

で
も
音
楽
を
楽
し
め
る
設
計
で
す
。」

音
の
形
が
見
え
て
く
る
？

ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ウ
ン
ド
の
妙

熊
澤「
次
は
、小
型
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ

シ
ー
バ
ー
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。Ｃ
Ｄ
相
当
の
音
源
で
エ

リ
ッ
ク・ク
ラ
プ
ト
ン
と
シ
ン
デ
ィ・ロ
ー
パ
ー
、ハ
イ
レ
ゾ

で
綾
戸
智
恵
を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。」

　
ア
コ
ギ
の
指
使
い
が
見
え
る
か
の
よ
う
な
繊
細
な
響

き
、い
ま
ま
で
聴
い
て
い
た
く
ぐ
も
っ
た
声
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
溌
剌
と
歌
う
ク
ラ
プ
ト
ン
。そ

し
て
、豊
か
に
年
齢
を
重
ね
た
シ
ン
デ
ィ・ロ
ー
パ
ー
の

表
情
や
姿
ま
で
も
浮
か
ん
で
く
る
。

　

さ
ら
に
、ハ
イ
レ
ゾ
で
聴
く
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
は
息

遣
い
と
ピ
ア
ノ
の
タ
ッ
チ
ま
で
…
。

畑
中「
何
か
音
の
形
が
は
っ
き
り
見
え
き
て
、奥
行
を
感

じ
ま
す
。特
に
ボ
ー
カ
ル
は
リ
ア
ル
で
す
。」

熊
澤「
音
の
形
が
見
え
る
…
お
も
し
ろ
い
感
覚
で
す
ね
。

実
は
、人
の
声
の
再
現
が
一
番
難
し
い
の
で
す
が
、そ
こ

に
注
力
す
る
こ
と
で
ヤ
マ
ハ
伝
統
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ウ
ン

ド
を
実
現
し
て
い
ま
す
。」

畑
中「
あ
っ
、ヤ
マ
ハ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
い
る

Ｎ
Ｓ
っ
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル・サ
ウ
ン
ド
の
略
な
ん
で
す
ね
！
」

熊
澤「
そ
う
で
す
。ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ウ
ン
ド
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、ヤ
マ
ハ
が
電
気
オ
ル
ガ
ン
を
開
発
す
る
際
、オ
ル

ガ
ン
の
生
音
を
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
忠
実
に
再
現
し
て
鳴

ら
そ
う
と
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。文
字
通
り
、

色
付
け
を
し
な
い
自
然
な
音
の
再
現
こ
そ
、ヤ
マ
ハ
の
音

づ
く
り
の
信
念
で
あ
り
、昔
も
今
も
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。」

音
楽
本
来
の
臨
場
感
を

甦
ら
せ
る
伝
統
と
革
新
の
技
術

　
い
よ
い
よ
最
上
位
モ
デ
ル
の
ア
ン
プ
と
本
日
の
主
役
、

Ｎ
Ｓ
ー
５
０
０
０
ス
ピ
ー
カ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
の
試
聴

で
あ
る
。マ
イ
ル
ス・デ
イ
ビ
ス
の『So W

hat

』を
Ｃ
Ｄ

と
ハ
イ
レ
ゾ
の
音
源
で
比
較
し
た
。

畑
中「
先
ほ
ど
の
音
の
形
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、今
度

は
、マ
イ
ル
ス
や
ビ
ル・エ
ヴ
ァ
ン
ス
が
演
奏
し
て
い
る
姿

が
見
え
ま
す
！
」

熊
澤「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
艶
や
か
さ
、豊
か
な
シ
ン
バ
ル

の
金
属
音
が
手
に
取
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。音
源
の
き
め
細
か
さ
を
よ
り
高
く
再
現
し
て
い
る

こ
と
が
、畑
中
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
具
体
化
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。」

鈴
木「
で
は
、僕
が
店
で
よ
く
聴
い
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
浩
子
と
中
島
み
ゆ
き
を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

畑
中
さ
ん
を
意
識
し
て
、ボ
ー
カ
ル
系
の
女
性
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
だ
。

熊
澤「
ギ
タ
ー
の
ボ
デ
ィ
が
鳴
る
音
や
ボ
ー
カ
ル
が
ナ

チ
ュ
ラ
ル
で
温
か
い
。」

鈴
木「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
浩
子
は
、音
楽
ス
タ
ジ
オ
で
は
な

く
、オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
で
録
音
し
て
生
活
の
中
に
あ
る

自
然
な
雰
囲
気
ま
で
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。」

畑
中「
彼
女
が
求
め
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ウ
ン
ド
な
ん
で
す

ね
。そ
の
音
を
こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
再
現
で
き
て
い
る
ん

で
す
ね
。」

小
菅「
中
島
み
ゆ
き
の『
時
代
』は
不
変
性
を
持
っ
た
名

曲
で
す
ね
。日
本
語
だ
か
ら
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
か
情
念
が
よ

り
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。思
わ
ず
一
緒
に
歌

い
た
く
な
る
ほ
ど
心
地
よ
く
鳴
っ
て
い
ま
す
。」

　

畑
中
さ
ん
は
、自
身
の
Ｃ
Ｄ
を
持
参
し
て
聴
か
せ
て

く
れ
た
。

熊
澤「
か
っ
こ
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。シ
ン
プ
ル
に
セ

ン
ス
良
く
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
サ
ウ
ン
ド
向
き
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。」

畑
中「
ス
ゴ
イ
、こ
ん
な
説
得
力
あ
る
音
に
な
る
ん
だ
、

み
ん
な
が
こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
聴
い
て
く
れ
る
と
い
い

な
あ（
笑
）」

マ
ニ
ア
だ
け
の
世
界
を
、

す
べ
て
の
音
楽
好
き
に
解
放

　

さ
て
、ひ
と
と
お
り
の
試
聴
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、最

後
に
生
で
歌
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ワ
ガ
マ
マ
を
畑
中
さ

ん
に
お
願
い
し
た
。オ
ー
デ
ィ
オ
と
の
比
較
と
い
う
実
験

で
も
あ
る
。

「ナチュラルサウンド」とは何かーー。
今回の試聴で、その答えが
ハッキリ見えてきた。

常に最先端の技術で卓越した製品をリリースするヤマハ。スペックが向上してもデザインやルックスが踏襲されるのは、完成された機能美の証である。
永遠不滅のナチュラルサウンドとともにそのエバーグリーンな佇まいが、ヤマハユーザーを掴んで離さない。

※参加者プロフィール ： … ①出会った音楽　②好きな音楽
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モ
ニ
タ
ー
も
反
響
も
な
い
歌
い
づ
ら
い
試
聴
室
で
の

弾
き
語
り
を
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　

切
な
く
も
美
し
い
バ
ラ
ー
ド
調
の『
愛
し
い
気
持
ち
』

が
、生
ギ
タ
ー
１
本
、ア
ル
ペ
ジ
オ
で
し
っ
と
り
と
歌
い

あ
げ
ら
れ
た
。

熊
澤「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。や
っ
ぱ
り
、生
音
に

は
勝
て
ま
せ
ん
ね（
笑
）。で
も
、こ
の
生
の
音
に
近
づ

く
た
め
に
、我
々
は
研
究
を
重
ね
て
い
る
訳
な
の
で
す
。

オ
ー
デ
ィ
オ
の
開
発
者
に
は
楽
器
の
経
験
者
も
多
く
、

ド
ラ
ム
を
や
っ
て
い
る
者
は
ス
ネ
ア
の
音
が
、ピ
ア
ノ
を

や
っ
て
い
る
者
は
E
の
音
が
違
う
ね
、な
ど
開
発
者
が
集

ま
っ
て
再
生
さ
れ
る
音
の
細
部
ま
で
議
論
し
音
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。」

小
菅「
こ
の
部
屋
で
小
さ
な
音
ま
で
聴
こ
え
る
の
が
生

の
強
さ
で
す
。ス
ピ
ー
カ
ー
の
課
題
は
、小
さ
な
音
が

届
き
に
く
い
こ
と
。そ
の
解
決
が
製
品
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。」

鈴
木「
生
音
は
、音
楽
が
す
っ
と
体
に
入
っ
て
き
ま
す

ね
。歌
い
手
の
気
持
ち
や
感
情
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ

る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。オ
ー
デ
ィ
オ
再
生
の
楽

し
み
は
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

熊
澤「
メ
ー
カ
ー
と
し
て
そ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。今
年
か
ら『
ラ
イ
ブ
＆
試
聴
会
』と

い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、い
ろ
ん
な
人
に
聴

い
て
い
た
だ
く
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。ツ
バ
キ
オ
ー

デ
ィ
オ
さ
ん
で
も
開
催
し
ま
し
た
。オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア

に
限
ら
ず
、多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。」

鈴
木「
オ
ー
デ
ィ
オ
の
世
界
は
、マ
ニ
ア
だ
け
の
も
の
で

も
な
い
し
、女
性
に
も
い
い
音
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。若
い
人
の
多
く
は
高
品
質
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
求
め
て

来
店
し
ま
す
が
、ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
入
り
口
に
ス
ピ
ー
カ
ー

で
聴
く
楽
し
み
も
伝
え
て
い
ま
す
。信
じ
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ア
ン
プ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
何
た
る
か

を
知
ら
な
い
世
代
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。店
で
の
試
聴

会
は
年
配
の
男
性
が
多
い
の
で
す
が
、奥
さ
ん
や
子
供

さ
ん
を
連
れ
て
き
て
っ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す（
笑
）」

畑
中「
私
は
、試
聴
室
で
の
試
聴
も
ラ
イ
ブ
も
初
め
て

で
、貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。自
分
の
音
を
見
つ
け

る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」

音楽とともに在る幸せ。
聴く歓びを再生するヤマハHiFiオーディオ。

I M P R E S S I O N S

S Y S T E M - 1
ワイヤレスストリーミングスピーカー

WX-010/030
好きな音楽を家中どこでも好きなときに楽しめる
MusicCast®のフル機能を搭載したワイヤレスス
ピーカー。Bluetooth®やAirPlayも選択でき、さま
ざまな場所に置いて自由に音楽を楽しめます。

試聴曲：R.I.O［Shine On］
Diana Krall［’S Wonderful］

CD プレーヤー   CD-S3000
S3000シリーズの設計思想を音の源流側から実践したUSB DAC機能搭載
SA-CD/CDプレーヤーの最上位モデル。

スピーカー   NS-5000
名器NS-1000Mの伝統を継承する30cm3ウェイブックシェルフ型次世代ス
ピーカー。ヤマハナチュラルサウンドを21世紀に問う重要機。

試聴曲：Miles Davis[So what]　ウィリアムス浩子[Quiet night of quiet stars]   
中島みゆき[時代（リマスター版）]　 畑中摩美[トゲノハナ・真夜中の旋律]

プリメインアンプ  A-S3000
ヤマハHiFiオーディオの血統というべき高音域の伸びやかさと中音域の温もり
を再現するヤマハプリメインアンプの最上位モデル。

ネットワークレシーバー

R-N803
ドイツをはじめとする欧州のピュアオーディオ
アンプ市場でトップクラスの評価を得るネット
ワークレシーバーシリーズの最上級モデル。

スピーカー

NS-B330
ハイレゾ対応の新開発ユニット群とウェーブ
ガイドホーンを採用。ナチュラルな聴き心地と
緻密な情報量のブックシェルフ型HiFiスピー
カー。

A U D I O  S Y S T E M

M A M I  H A T A N A K A

T S U B A K I  A U D I O

地元、浜松市を拠点に活動するギター弾き語りシンガーソングライター、畑中摩美。

らせん階段を上がるとそこは「別世界」？
圧倒的な品揃えを誇る浜松唯一のピュア・オーディオショップ。

アルバム『一粒のワタシ』(ポリスター）でデビュー。2ndアルバム『白い花が秘めるもの』(ブローウィンドレコード）では、名プロデューサー・鳥
山雄司氏を迎え、新たな楽曲や名曲のカバーに挑んだ。K-mix『畑中摩美のまみの「す」』のパーソナリティ担当、 浜松舞台の映画『ハローゼ
ア』(2015)出演、サカイ引越センターTVCMソング「あなたと私のいつものはなし」制作など幅広く活躍中。

1Fの家電フロアー中央から伸びる、らせん階段をのぼると別世界が広がる。最近は都内でも数少ない、浜松市では唯一のオー
ディオ専門店ツバキオーディオ。HiFiからAV、アクセサリーまで、実際に店頭で試聴して選べる。所有の愛器やシステムの音質
改善の相談にも対応。これからオーディオを始めたい方でも気軽に立ち寄れる雰囲気が嬉しい。こまめに開催されるオーディオ
試聴会に、まずは参加してみよう。
浜松市中区山下町157
TEL.053-471-8181　http://www.tsubakiaudio.co.jp/

最新アルバム「トゲノハナ」
近畿司法書士会連合会CMタイアップソング「愛しい気持ち」、ホテ
ルセンチュリー静岡ブライダルフェアCMソング「レディバード」ボー
ナストラックはままつ冬フェスin machi テーマソング「星の空」。
・ライブ予定 ： 9/23（日）浜松cafe Apollon、9/30（日）Go 
Around Japan
詳細はhttps://www.hatanakamami.com/
クリエイターズサイト｢note｣にて、新曲、未発表曲、詩、写真集、配
信・販売スタート。　https://note.mu/hatanakamami

左右をスピーカーに挟まれた空間で、
まるで隣人に語りかけるようにそっと
唄ってくれた畑中さん。その歌声は間
近で聴きいった３名の心の奥に、すっと
染み込むように響いていたようだった。

それぞれの立場で音に関わる専門家が4ウェイストリートでバッタリ出会った
ようなオーディオ会談。関わり方が違うからこそ、自由なコメントが交わされ、
お互いに刺激を受けたようです。今後の仕事や活動に生かしながら、自分の
求める音を見つける道をさらに進んでいただきたいと思います。

（右端：今回の取材に、いろいろ調整・案内いただいた広報担当の佐藤圭さん）

す
べ
て
の
音
楽
好
き
に
、

オ
ー
デ
ィ
オ
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
。

S Y S T E M - 2

試聴曲：Eric Clapton[Blue eyes blue]  Cyndi Lauper [At last]　 綾戸智恵[When the 
world turns blue]

S Y S T E M - 3

WX-010

WX-030

畑中摩美CD読者プレゼント 5名様
畑中摩美最新CD「トゲノハナ」を抽選で５名様にプレゼント。

「郵便番号・住所・氏名・電話番号・本誌の感想」を明記の上、
ハガキまたはメールで下記「エンシュージアスト編集部」ま
でご応募ください。　
応募締切／9月30日必着　
ハガキ／〒430-0928 浜松市中区板屋町101-22
小川ビル3F-5 （有）キーウエストクリエイティブ内
メール／enshusiast@key-w.com

展示予定
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Yamaha130年の
挑戦の歴史を辿る道
ヤマハ企業ミュージアム　イノベーションロード
ヤマハの製品開発の歴史を紹介する展示施設「イノベーションロード」が同社本社に
完成した。およそ1,500㎡のスペースに、ピアノをはじめ管・弦・打楽器、音響機器など
800点を惜しげもなく展示する。また、展示しているピアノやアコースティックギター、展
示物に触れたり演奏したりするコーナーもある。クラフトマンシップウォークでは楽器づ
くりや構造が学べ、ヒストリーウォークでは、創業当時のオルガンから航空機のプロペ
ラ、オートバイ、スポーツ用品といった往年の製品が並ぶ。114基のスピーカーによる
立体的な音響と映像が楽しめるシアターやピアノ、ドラム、ベースによるライブを再現
する自動演奏ステージも設けられている。ヤマハファンでなくとも、ずっと観ていたくな
るほど展示内容は濃い。観て触れて聴いて感じる壮大なヤマハ130年史である

施設名称 	 ヤマハ株式会社　イノベーションロード
	 〒430-8650　静岡県浜松市中区中沢町10番1号
開館時間 	 9:30～17:00
休館日 	 日・月・祝日 
	 年末年始・夏季・GWなどの当社休業日、メンテナンス実施日等
入館料 	 無料
駐車場 	 乗用車28台・大型バス3台

※見学には必ず予約が必要です。
受付方法	 お電話にてお申込みください。
	 ヤマハ株式会社『イノベーションロード』
	 TEL 053-460-2010 （受付時間　9:30～17:00）



スラロームを抜けたら
八の字入って、
交差点を左に・・・
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Aerophone GO  [ AE-05 ]小学生の時に触れたリコーダーに惚れ数々
のコンテストに出場。2010年、独奏部門
にて最高位に送られる花村賞受賞。その
後、木製リコーダーの設計・制作に携わる。
現在は「笛のおねえさん」として、リコーダー
デュオ「フエニホン」で演奏活動を中心に、
小・中学生へのレッスン、テレビ・ラジオ出演
と幅広く活動中。
http://huenihon. jp

場所や時間を選ばず気軽に演奏できるデジタル管楽器
Aerophone。その魅力を、コンパクトなボディに凝縮した
Aerophone GO［AE-05］が登場。初めてでもリコーダー
感覚の簡単な指づかいで、すぐに演奏を楽しめます。

お問い合わせ ： ローランド株式会社
TEL:050-3101-2555（お客様相談センター）
https://www.roland.com/jp/

柿本春香
H A R U K A  K A K I M O T O

リコーダー奏者／笛のおねえさん

Digital Wind Instrument

管楽器の楽しさを、
もっと手軽に、もっと自由に。

Photo by M.P.S

面
白
い
、簡
単
、

音
も
気
持
ち
イ
イ
！

　最
初
の
モ
デ
ル「A

erophone A
E

-10

」が

登
場
し
た
の
は
、2
0
1
6
年
の
こ
と
。画
期
的

な
デ
ジ
タ
ル
管
楽
器
の
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。市
場

の
反
応
は
予
想
以
上
で
、ロ
ー
ラ
ン
ド
が
想
定

し
て
い
た
予
定
販
売
台
数
を
大
き
く
超
え
、一
時
は

生
産
が
追
い
付
か
な
い
状
況
に
な
っ
た
と
い
う
。

春
香「
ロ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
と
い
う
と
、シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
ピ
ア
ノ
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
か
っ
た
の
で
、管
楽
器
ス
タ
イ
ル
は
ち
ょ
っ
と

意
外
で
し
た
。」

寺
田「
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
の
構
想
は
ず
っ
と
以
前
か
ら

あ
り
ま
し
た
。当
社
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
や
デ
ジ

タ
ル
ピ
ア
ノ
、電
子
ド
ラ
ム
な
ど
で
培
わ
れ
た
、

セ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

蓄
積
が
長
年
の
構
想
を
実
現
し
ま
し
た
。」

　購
入
者
に
は
か
つ
て
の
管
楽
器
経
験
者
も
多
く
、

ヘッ
ド
ホ
ン
を
使
え
ば
夜
間
に
自
宅
で
演
奏
で
き
る

エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
で
、再
び
管
楽
器
を
吹
く
楽
し
み

を
味
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

栂
井「A

E
-10

の
開
発
時
に
は
プ
ロ
の
サ
ッ
ク
ス

奏
者
に
も
意
見
を
聞
き
ま
し
た
が
、音
楽
家
の

た
め
で
だ
け
で
は
な
く
、誰
も
が
手
軽
に
楽
し
め
る

新
し
い
楽
器
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

し
た
。こ
の『
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン・ゴ
ー
』は
、手
の
小
さ
な

女
性
や
お
子
さ
ん
、新
た
に
楽
器
を
始
め
た
い

人
に
も
、も
っ
と
気
軽
に
、自
由
に
楽
器
や
音
楽
に

接
し
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。」

春
香「
そ
う
な
ん
で
す
！
と
て
も
身
近
に
感
じ
て
、

し
た
り
し
て
軽
快
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
実
現
し
た
。

春
香「
演
奏
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、ど
ん
ど
ん
慣
れ

て
い
き
ま
す
ね
。リ
コ
ー
ダ
ー
や
サ
ッ
ク
ス
な
ど
の

生
楽
器
は
、演
奏
者
が
奏
法
を
学
び
、練
習
し
て
、

工
夫
し
て
そ
の
楽
器
の
本
質
に
近
づ
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
け
ど
、こ
の
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン・ゴ
ー
は
、こ
れ

か
ら
楽
器
を
始
め
る
人
や
途
中
で
諦
め
た
人
に

寄
り
添
っ
て
、音
楽
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る

楽
器
で
す
。」

寺
田「
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。ま
た
、専
用
の

ア
プ
リ
で
、ひ
と
り
で
も
仲
間
と
で
も
楽
し
め
る

機
能
を
用
意
し
て
い
ま
す
し
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も

で
き
ま
す
の
で
奏
者
と
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
が
い
っ
し
ょ
に

成
長
で
き
ま
す
。」

　さ
て
、皆
さ
ん
が
最
後
に
楽
器
を
演
奏
し
た
の
は

い
つ
だ
ろ
う
か
。小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
が
最
後

で
も
、エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
は
、か
つ
て
の
記
憶
を
呼
び

戻
し
、さ
ら
に
未
来
へ
と
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

期
待
も
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。実
は
、私
、以
前
に

ウ
ィ
ン
ド
シ
ン
セ
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
も
、リ
コ
ー
ダ
ー
は
風
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、ラ
イ
ブ
で
は
気
を
遣
わ
な
い
と
い
け
な
い

の
で
電
子
楽
器
な
ら
そ
の
悩
み
を
解
消
で
き
る

と
思
っ
て
。と
こ
ろ
が
、ウ
イ
ン
ド
シ
ン
セ
は
設
定

や
操
作
、奏
法
が
難
し
く
、こ
れ
は
リ
コ
ー
ダ
ー

奏
者
に
は
無
理
だ
と
挫
折
し
ま
し
た
。」

寺
田「
で
は
、吹
い
て
み
ま
す
か
。リ
コ
ー
ダ
ー
と

同
じ
運
指
モ
ー
ド
に
し
て
、ブ
レ
ス
の
強
さ
も

リ
コ
ー
ダ
ー
に
近
い
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
の
で

違
和
感
な
く
吹
け
る
と
思
い
ま
す
。」

　最
初
に
、春
香
が
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
披
露
。

小
学
校
の
音
楽
室
か
ら
聴
こ
え
る
レ
ベ
ル
と
は

あ
き
ら
か
に
違
う
繊
細
で
抒
情
豊
か
な
響
き
は

さ
す
が
。そ
し
て
、エ
ア
ロ
フ
ォ
ン・
ゴ
ー
に
持
ち

替
え
て
の
初
の
試
奏
で
あ
る
。

　い
き
な
り
パッ
セ
ー
ジ
が
滑
ら
か
に
奏
で
ら
れ
る
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
フ
ル
ー
ト
、ス
ト
リ
ン
グ
ス
と

音
色
が
変
わ
り
、小
さ
な
サ
イ
ズ
か
ら
は
想
像

で
き
な
い
壮
大
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
サ
ウ
ン
ド

も
再
現
。（※

）

春
香「
面
白
い
、簡
単
、肺
活
量
も
リ
コ
ー
ダ
ー
と

変
わ
ら
ず
吹
け
る
し
、音
も
気
持
ち
イ
イ
！
こ
れ

な
ら
、一
度
で
も
リ
コ
ー
ダ
ー
を
吹
い
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、誰
で
も
同
じ
感
覚
で
吹
け
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
リ
ー
ド
と
息
の
強
弱
の

調
整
で
、微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
表
現
で
き
る

ん
で
す
ね
。」

寺
田「
当
社
の
技
術
で
管
楽
器
な
ら
で
は
の

繊
細
な
表
現
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。次
は
専
用

の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
合
奏
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
。」

　
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
が 

演
奏
者
に
近
づ
い
て
く
れ
る

　軽
く
打
ち
合
わ
せ
る
と
、す
ぐ
に
演
奏
を

始
め
た
。春
香
が
メ
ロ
デ
ィ
を
弾
け
ば
、も
う一
方
は
、

音
色
を
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
た
り
、ベ
ー
ス
に

ロ
ー
ラ
ン
ド
の

「
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン・
ゴ
ー
」を

吹
い
て
み
た
。

笛
の
お
ね
え
さ
ん
が

左からローランド広報の大野さん、開発の寺田さん、柿本春香を
はさんで開発の栂井（とがい）部長。お世話になりました。「当社も
参考になりました」と、ありがたいお言葉をいただきました。

●右／開発者の寺田さんはオーケストラでチューバを担当、その場で決めた曲にも数分の音合わせでスタンバイOK、春香も違和感なく適応。
●左上／ローランド担当者の好奇心旺盛でオープンな雰囲気は社風そのもの。
●左下／初代機AE-10の開発当初のモックアップ群。一番左の木型は社長が自ら製作した木型イメージ。

Aerophone GO
AE-05
オープン価格

リ
コ
ー
ダ
ー
感
覚
で
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
の
音
色
を
吹
け
る

ロ
ー
ラ
ン
ド
の
デ
ジ
タ
ル
管
楽
器
「
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
」
に
新
し
い
モ
デ
ル
が
出
た
、と
聞
い
て
、

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い「
笛
の
お
ね
え
さ
ん
」
こ
と
柿
本
春
香
。

「
吹
か
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
、ロ
ー
ラ
ン
ド
は
快
く
扉
を
開
い
て
く
れ
た
。

※エアロフォン・ゴーは本体に11音色を内蔵。さらにスマートフォン・アプリと接続すれば、50音色を追加して演奏を楽しめる。今回の取材ではアプリの音色も含めて試奏した。
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ALL FOR THE RIDERS.
すべてのライダーに最高の一台を届けたい。

国内４メーカーから輸入車まで、浜松随一のラインナップ。
見て、比べて、乗って、川島モータースは、あなたのバイクライフを全力でサポートします。

取扱メーカー

城北本店
〒432-8011 浜松市中区城北1-10-8

TEL.053-471-2543　FAX.053-471-8600
営業時間 ： ショールーム9：30〜19：00、サービス工場9：30〜18：00

休業日 ： 木曜日

元浜店
〒430-0942 浜松市中区元浜町76-5

TEL.053-478-0877　FAX.053-478-0878
営業時間 ： ショールーム9：00〜19：00、サービス工場9：00〜18：00

休業日 ： 水曜日

カワサキ プラザ浜松
〒432-8061 浜松市西区入野町10001

TEL.053-415-1177　FAX.053-415-1178
営業時間 ： 10：00〜19：00
休業日 ： 水曜日、第2木曜日

城北本店は2018年より
「ヤマハアドバンスディーラー」認定店です。
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遠
州

も
の
づ
く
り

企
業
の
逆
襲
。

ここに一本のハンドルがある。一見、何の変哲もないバイク用
のバーハンドルのようだが、実はこのハンドルには、遠州もの
づくり人のプライドと魂が宿っているのだ。
浜松の本田宗一郎が1946年に原動機付自転車、いわゆるポ
ンポンを発売して以来、ここ遠州では多くのバイクメーカーが
設立された。また、それと同時にバイクの部品製造会社も多
く存在し、共に歩んできた。
しかし、近年はグローバル化の影響もあり、部品製造に関して
はコストの安い海外への流出が激しく、遠州のものづくり企業
の環境も苦しくなっている。
2017年8月、ヤマハ発動機株式会社は競技用オフロード車の
最高峰モデル、新型YZ450Fを発売。実はそのYZ450Ｆに
セットされたハンドルこそがこのハンドルなのだ。
そしてそこには、遠州ものづくり企業が、海外と闘う意地とプ
ライドの物語があったのだ。

I N N O V A T I O N  O F  E N S H U
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「メイド・イン・遠州」というプライド。
男たちを奮い立たせたもの ーーー それは

も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
の
意
地
と

プ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
戦
い

「
や
ろ
う
。」４
年
前
、ヤ
マ
ハ
発
動
機（
以
下
、ヤ
マ
発
）

か
ら
の
ア
ル
ミ
テ
ー
パ
ー
ハ
ン
ド
ル
の
量
産
製
品
化
の
オ

フ
ァ
ー
に
対
し
、製
造
を
決
断
し
た
浜
松
市
南
区
鈴
覚
株

式
会
社（
以
下
、鈴
覚
）代
表
取
締
役
社
長
の
鈴
木
格
徳

に
は
、苦
い
思
い
出
が
あ
っ
た
。

遡
る
こ
と
さ
ら
に
10
年
、同
じ
く
ア
ル
ミ
ハ
ン
ド
ル
製
造

の
オ
フ
ァ
ー
を
断
っ
た
事
が
あ
っ
た
の
だ
。鈴
覚
は
鋼
材

販
売
を
中
心
と
す
る
創
業
１
０
５
年（
２
０
１
８
年
現

在
）の
老
舗
企
業
で
あ
る
。当
時
、主
力
の
鋼
材
販
売
以

外
に
バ
イ
ク
ハ
ン
ド
ル
な
ど
の
部
品
加
工
分
野
も
大
き

な
売
り
上
げ
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。し
か

し
、そ
の
大
半
は
ス
チ
ー
ル
素
材
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ル
加

工
。ア
ル
ミ
素
材
の
ハ
ン
ド
ル
加
工
は
未
経
験
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ミ
加
工
の
ニ
ー
ズ
は
把
握
し
て
い
た
も
の
の
、生
産

ラ
イ
ン
へ
か
か
る
コ
ス
ト
、社
内
体
制
な
ど
を
考
慮
し
た

上
で
の
判
断
で
あ
っ
た
。

結
果
、ア
ル
ミ
ハ
ン
ド
ル
製
造
は
自
転
車
の
世
界
的
生
産

拠
点
で
あ
り
、ア
ル
ミ
の
加
工
技
術
が
進
ん
で
い
た
台
湾

の
メ
ー
カ
ー
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
後
も
、

ア
ル
ミ
ハ
ン
ド
ル
へ
の
需
要
は
高
ま
る一
方
で
、そ
の
製
造

の
ほ
と
ん
ど
は
台
湾
で
行
わ
れ
た
。鈴
木
は
そ
の
様
を

目
の
前
で
見
て
き
た
の
だ
。

「
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
は
し
な
い
。台
湾
か
ら
ア
ル
ミ

ハ
ン
ド
ル
の
製
造
を
取
り
戻
す
ん
だ
！
」

遠
州
の
も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
の
意
地
と
プ
ラ
イ
ド

を
か
け
た
熱
い
思
い
が
、今
回
の
決
断
に
は
あ
っ
た
の

だ
っ
た
。

こ
と
の
始
ま
り

「
こ
れ
を
ハ
ン
ド
ル
に
し
ま
せ
ん
か
？
」

そ
う
、鈴
覚
に
話
を
持
ち
か
け
た
の
は
、当
時
ヤ
マ
発 

材

料
技
術
部
の
奥
田
裕
也（
以
下
、奥
田
）で
あ
っ
た
。「
も
っ

と
軽
く
し
て
機
能
を
高
め
た
い
」競
技
用
オ
フ
ロ
ー
ド

車
Ｙ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
の
ハ
ン
ド
ル
を
開
発
し
て
い
た
の
で

あ
る
。素
材
は
航
空
業
界
で
使
わ
れ
る
、軽
く
て
硬
い
A

７
０
０
０
系
ア
ル
ミ
素
材
。そ
し
て
形
状
は
、中
央
が
太

く
グ
リ
ッ
プ
部
分
が
細
く
な
る
テ
ー
パ
ー
状
。

「
求
め
た
の
は
強
度
と
仕
上
が
り
の
美
し
さ
、そ
し
て
操

縦
安
定
性
。激
し
い
競
技
用
の
オ
フ
ロ
ー
ド
車
に
お
い
て

地
面
と
の
振
動
を
一
番
に
感
じ
る
の
は
ハ
ン
ド
ル
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
が
乗
り
心
地
や
操
縦
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。つ
ま
り
、内
厚
が
薄
く
、強
度
を
担
保
し
た
ハ
ン

ド
ル
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。硬
く
て
加
工
が

難
し
い
A
７
０
０
０
系
ア
ル
ミ
素
材
で
。し
か
も
、海
外

と
比
べ
て
見
劣
り
し
な
い
コ
ス
ト
で
と
い
う
こ
と
で
す
」

最
大
の
課
題
は
？
と
い
う
問
い
に
そ
う
答
え
て
く
れ
た
。

鈴
覚
に
依
頼
し
た
理
由
は
、テ
ー
パ
ー
形
状
を
成
形
す
る

ス
ウ
ェ
ー
ジ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入
す
る
予
定
が
あ
っ
た
こ

と
と
、ス
チ
ー
ル
ハ
ン
ド
ル
で
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
。

そ
し
て「
思
い
の
あ
る
会
社
だ
よ
」と
い
う
当
時
、上
司

で
あ
っ
た
同
じ
く
材
料
技
術
部
の
木
村
嘉
浩
の
助
言
が

あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
だ
。

試
行
錯
誤
の
ス
タ
ー
ト

ア
ル
ミ
の
加
工
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
未
経
験
で
あ
っ

た
鈴
覚
。一
か
ら
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。社
内
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
る
。「
台
湾
か
ら
取
り
戻
す
ん

だ
」口
に
は
出
さ
な
い
も
の
の
そ
ん
な
思
い
が
メ
ン
バ
ー

に
は
あ
っ
た
。そ
れ
は
、皆
が
以
前
の
経
緯
を
社
長
と
同

じ
よ
う
に
覚
え
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

最
大
の
課
題
は
パ
イ
プ
の
熱
処
理
。試
行
錯
誤
が
始
ま
っ

た
。そ
こ
で
力
を
貸
し
て
く
れ
た
の
が
、株
式
会
社
中
遠

熱
処
理
技
研（
掛
川
市
）。代
表
取
締
役
社
長
の
高
田
直

由
樹（
以
下
、高
田
）は
語
る
。「
と
に
か
く
、い
ろ
い
ろ
や

る
し
か
な
か
っ
た
。日
常
の
業
務
が
あ
っ
た
の
で
、早
朝
や

夜
の
業
務
外
の
時
間
で
試
験
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。鈴

覚
の
山
田（
技
術
部
副
部
長
兼 

品
質
保
証
課
長　

山
田

和
人
）さ
ん
も
よ
く
通
っ
て
く
れ
ま
し
た
。コ
ス
ト
の
こ

と
を
考
え
る
と
熱
処
理
工
程
は
最
終
的
に
鈴
覚
さ
ん
で

の
内
製
化
が
不
可
欠
で
、い
つ
ま
で
も
外
注
さ
れ
な
い
こ

と
は
最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し
た
」で
は
な
ぜ
？「
そ

り
ゃ
、思
い
で
す
よ
。こ
こ
遠
州
で
も
出
来
る
ん
だ
、と
い

う
と
こ
ろ
を
見
せ
な
い
と
、ど
ん
ど
ん
海
外
へ
行
っ
て
し

ま
う
。加
工
屋
と
し
て
、メ
ー
カ
ー
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。地
域
と
し
て
の
体
制
が
必
要
と
思
っ

た
ん
で
す
」。

高
田
が
言
う
よ
う
に
、コ
ス
ト
の
課
題
と
量
産
化
を
両
立

す
る
た
め
に
は
、ま
と
め
て
で
は
な
く
、一
本
一
本
熱
処
理

を
行
え
ば
品
質
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
、熱

処
理
工
程
は
し
か
る
べ
き
時
期
に
鈴
覚
社
内
の
生
産
ラ

イ
ン
に
含
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
の
課
題
は
設
備
。相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、加

熱
設
備
の
開
発・設
計・製
造・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
株

式
会
社
エ
コ
ム（
浜
松
市
北
区
）。な
ん
と
、こ
の
会
社
と

は
そ
れ
ま
で
直
接
の
取
引
実
績
が
無
か
っ
た
の
だ
と
い

う
。鈴
覚
の
試
行
錯
誤
を
知
っ
た
他
の
会
社
が
紹
介
し
た

の
で
あ
っ
た
。製
造
部
部
長
の
川
村
晃
生
は
初
め
て
鈴
覚

の
ス
タ
ッ
フ
と
面
談
し
た
と
き
、「
台
湾
か
ら
取
り
戻
す

ん
だ
」こ
の
思
い
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
と
い
う
。

「
ど
ん
な
結
果
を
出
せ
る
設
備
に
す
る
の
か
？
そ
の
た
め

に
は
、ひ
た
す
ら
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
。条
件
を
出
す
た
め
の
作

業
を
行
い
ま
す
」つ
ま
り
試
行
錯
誤
。こ
こ
に
も
鈴
覚
の
山

田
が
通
う
。川
村
と
二
人
で
ひ
た
す
ら
炉
の
前
に
立
っ
て
、

パ
イ
プ
を
熱
し
、冷
や
す
。約
５
０
０
℃
の
炉
は
容
赦
な

く
、眉
毛
や
ま
つ
毛
を
焼
い
た
の
だ
っ
た
。「
自
分
た
ち
が

も
の
づ
く
り
を
支
え
、次
の
世
代
へ
も
の
づ
く
り
を
つ
な
げ

な
い
と
、将
来
の
日
本
の
も
の
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
？
」川
村
が
漠
然
と
思
っ
て
い
た
こ
と
へ
の
答

え
を
鈴
覚
が
教
え
て
く
れ
た
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
試
行
錯
誤
の
末
、画
期
的
な
方

法
に
た
ど
り
着
く
。そ
の
方
法
こ
そ
が
、今
回
の
量
産
化

の
キ
モ
と
な
っ
た
。こ
の
設
備
設
計
は
現
在
特
許
出
願
中

で
あ
る
。

職
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
の

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

「
強
度
を
備
え
た
美
し
い
仕
上
が
り
」こ
れ
も
課
題
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
機
械
や
設
備
で
は
解
決
し
な
い

こ
と
、そ
こ
は
ま
さ
に
職
人
の
領
域
。人
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。こ
の
遠
州
に
は
そ
う
い
う
職
人

が
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
俺
た
ち
は
バ
フ
屋
」だ
と
言
い
切
る
有
限
会
社
村
松
研

磨
工
業（
袋
井
市
）代
表
取
締
役
の
寺
坂
正
弘
。バ
イ
ク

彼らの誰かひとりでも欠けることが
あったら、このプロジェクトは完結しな
かったのだろう。これからもそれぞれ
の挑戦は続いていく。完成したアルミ
テーパーハンドルの量産化ラインを
前にして。右から、浜松地域イノベー
ション推進機構・米谷氏、（有）村松研
磨工業・蒲原氏・寺坂氏、ヤマハ発動機

（株）・木村氏、鈴覚（株）鈴木氏、中遠
熱処理技研（株）高田氏・榛葉氏。

ヤマハ発動機（株）材料技術部（2018年1月よりYZグループに移動）の奥田裕也氏
（写真・左）と鈴覚（株）代表取締役社長の鈴木格徳氏（写真・右）。立場は違えど、今
回のインタビューにて雄弁に語る姿には、ものづくり人としての情熱とプライドを感
じた。それぞれの、今後の展開が楽しみだ。

部
品
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
物
を
研
磨
し
て
き
た
。

「
や
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
、何
で
も
磨
く
よ
。」今
回
は
、強

度
が
大
切
な
部
品
な
だ
け
に
神
経
を
使
う
仕
事
だ
っ
た

と
い
う
。堀
金
属
表
面
処
理
工
業
株
式
会
社（
掛
川
市
）

営
業
開
発
部
長
の
渡
辺
浩
介
も
同
じ
。ア
ル
マ
イ
ト
加

工
と
い
う
最
後
の
表
面
処
理
を
担
当
す
る
。「
品
質
基
準

が
高
く
て
」。処
理
の
液
剤
と
外
気
温
の
関
係
が
な
か
な

か
難
し
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
素
材
に
手
を
焼
い
た
ら
し
い
。

一
度
は
お
手
上
げ
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。そ
れ
で
も
頭

の
片
隅
に
こ
の
ア
ル
ミ
テ
ー
パ
ー
ハ
ン
ド
ル
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
。そ
ん
な
と
き
別
の
仕
事
を
し
て
い
て「
こ
れ

だ
！
」と
い
う
ヒ
ン
ト
を
得
る
。自
分
の
体
験
を
全
て
仕

事
に
注
ぎ
込
む
。そ
ん
な
職
人
た
ち
も
今
回
の
製
品
を

支
え
て
い
る
。

熱
い
思
い
が
遂
に
結
実
す
る

２
０
１
４
年
春
に
ス
タ
ー
ト
し
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。お
よ
そ
３
年
の
期
間
を
費
や
し
、Ｙ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
へ

の
正
式
採
用
が
決
ま
っ
た
。ア
ル
ミ
ハ
ン
ド
ル
の
生
産
が

遠
州
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。「
台
湾
か
ら
取

り
戻
す
ん
だ
」の
強
い
思
い
の
結
実
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
の
様
子
を
ず
っ
と
見
て
き
た
奥
田
は「
い
ろ
い
ろ
な
課

題
を
み
ん
な
で
解
決
し
て
い
く
求
心
力
。『
何
と
か
自
分

た
ち
の
も
の
に
し
た
い
』と
い
う
鈴
覚
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
高
さ
が
全
て
で
し
ょ
う
ね
。久
し
ぶ
り
に
も
の

づ
く
り
の
原
点
を
見
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。そ

し
て
、ち
ょ
っ
と
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
」と
言
う
。最
後

に「
地
元
に
こ
れ
だ
け
や
っ
て
く
れ
る
企
業
が
あ
る
と

我
々
も
挑
戦
す
る
仕
事
が
で
き
ま
す
。い
い
パ
ー
ト
ナ
ー

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
」と
言
葉
を
残
し
た
。

試
行
錯
誤
が
経
験
値
に

や
っ
か
い
な
素
材
へ
の
挑
戦
。そ
し
て
、海
外
で
な
く
と

も
出
来
る
と
い
う
証
明
。今
回
の
取
り
組
み
は
そ
れ
以

外
に
も
多
く
の
物
を
残
し
た
。先
出
の
株
式
会
社
エ
コ
ム

で
は
今
回
の
経
験
か
ら
、お
客
様
と
の
条
件
出
し
の
重
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遠
州
の
銘
品

株
式
会
社
河
合
楽
器
製
作
所　

１
９
７
８
年
発
表　

カ
ワ
イ
・
ム
ー
ン
サ
ル
ト　

1977年の楽器フェアでプロトタイプ
が発表された『ムーンサルト』。カワイ
がオリジナルギター開発にあたって掲
げたテーマは「宇宙の物語」であった。
最初に太陽がイメージされたが、最終
的には三日月シェイプボディを採用。
ルックス面のみに注目しがちだが、開
発陣がこだわったのは人間工学に基
づいたボディデザインであり、絶妙な
重量バランスと弾きやすさを実現して
いた。当時カワイ体操部所属であった
塚原光男選手によるウルトラCの大技
「ムーンサルト」の命名には、“弾き手
が宇宙へ飛び出すイメージでギター
を弾いてもらいたい”というカワイの
壮大な願いが込められていた。写真
のモデルはインペリアル・ぺグを装着
したプロトタイプと同仕様の限定生産
〈カワイ新宿店モデル〉である。

■撮影協力：宮脇 敏浩（ひろ吉）氏所蔵
■参考文献：�Guitar Graphic vol.7 

（リットーミュージック）

株式会社河合楽器製作所
浜松市中区寺島町200番地
http://www.kawai.co.jp

要
性
を
強
く
感
じ
、加
熱
テ
ス
ト
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
立

会
っ
て
行
え
る「
エ
コ
ム
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」を
オ
ー

プ
ン
。あ
の
眉
毛
を
焦
が
し
な
が
ら
や
っ
た
テ
ス
ト
機
も

そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
、株
式
会
社
中
遠
熱
処
理
技
研
の
高
田
も
言
う
。

「
い
い
経
験
を
一
緒
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。あ
の
時
の
試

行
錯
誤
は
、う
ち
の
会
社
に
も
経
験
値
と
し
て
残
っ
て

い
る
」。有
限
会
社
村
松
研
磨
工
業
の
寺
坂
も「
職
人
と

し
て
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。職
人
は
経
験
が
全

て
、い
い
仕
事
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
よ
」。堀
金
属
表
面

処
理
工
業
株
式
会
社
の
渡
辺
も
同
様
の
答
え
。で
も
外

気
温
の
影
響
が
大
き
い
処
理
は
、一
年
を
通
し
て
状
況
が

変
わ
る
。ま
だ
ま
だ
、現
在
進
行
形
な
の
だ
。

そ
し
て
、今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
に
い
た
鈴
覚
の
鈴

木
は
感
謝
を
込
め
て「
今
回
の
事
は
、み
な
さ
ん
に
助
け
て

も
ら
っ
た
。遠
州
の
い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
損
得
抜
き
で
付

き
合
っ
て
く
れ
た
。み
な
、こ
の
遠
州
も
の
づ
く
り
の
誇

り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
。我
々
も
負
け
な
い
よ
う
に

い
い
仕
事
を
し
て
い
く
し
、こ
の
よ
う
な
同
じ
思
い
の
仲

間
が
い
る
と
思
う
と
心
強
く
思
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

さ
ら
に「一
番
の
功
労
者
は
社
員
た
ち
。や
っ
ぱ
り
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
Ｄ
Ｎ
A
が
あ
る
ん
で
す
か

ね
、誇
り
に
思
い
ま
す
。」と
付
け
加
え
た
。

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」遠
州
と
し
て

実
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
が
、影

の
功
労
者
と
し
て
浜
松
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機

構
の
存
在
が
あ
っ
た
。彼
ら
は
、今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

寄
り
添
い
、陰
に
日
向
に
応
援
し
て
き
た
。通
称
サ
ポ
イ

ン（
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
＝
戦
略
的
基
盤

技
術
高
度
化
支
援
事
業
）へ
の
申
請
、採
択
、運
営
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。国
の
補
助
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
が
、大
き
な
推
進
力
に
な
っ
た
。ま
た
、国
が
認
め
た

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
う
こ
と
で
、こ
の
遠
州
の
も
の

づ
く
り
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
示
し
た
と
も
い

え
る
。

鈴
覚
と
大
学（
静
岡
大
学・早
川
邦
夫
大
学
院
教
授
）、支

援
機
関（
浜
松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー・伊
藤
芳
典
材

料
科
科
長
）な
ど
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
連
携
を
と
り
も
っ

た
の
も
彼
ら
で
あ
る
。彼
ら
は
言
う「
量
産
技
術
確
立
の

た
め
の
情
報
は
隠
す
こ
と
な
く
、互
い
に
共
有
し
合
う
こ

と
が
で
き
た
。今
回
の
事
例
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
そ
の
も
の
で
す
よ
」。鈴
覚
の
取
り
組
み
は
単
に一企
業

の
成
功
事
例
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ひ
と
つ
の
部
品
製
造
企
業
と

そ
の
思
い
に
共
感
し
た
遠
州
も
の
づ
く
り
企
業
の
誇
り

と
意
地
が
成
し
得
た
物
で
あ
る
と
考
え
る
。遠
州
に
は

ヤ
マ
発
を
は
じ
め
世
界
的
企
業
が
数
多
く
あ
る
。日
頃
、

そ
れ
ら
の
企
業
の
影
に
隠
れ
が
ち
な
遠
州
の
も
の
づ
く

り
企
業
。し
か
し
、彼
ら
が
や
っ
て
い
る
こ
と
、持
っ
て
い

る
技
術
は（
開
発
の
時
点
で
も
）現
時
点
で
も
世
界
レ
ベ

ル
な
の
で
あ
る
。　　
　
　

※
敬
称
略　

文・松
下
克
己

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
わ
っ
た
企
業

・鈴
覚
株
式
会
社

・株
式
会
社 

中
遠
熱
処
理
技
研

・株
式
会
社 

エ
コ
ム

・有
限
会
社 

村
松
研
磨
工
業

・堀
金
属
表
面
処
理
工
業 

株
式
会
社

・公
益
財
団
法
人 

浜
松
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構

・国
立
大
学
法
人 

静
岡
大
学

・静
岡
県
工
業
技
術
研
究
所　

浜
松
工
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

・ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社 

材
料
技
術
部

（株）エコム「エコムテクニカルセンター」。小学校の体育館のような建屋には、実験
設備と共に、クライアントが実験データを逐一確認できたり、他の業務が出来るよう
にウェイティングスペースも完備している。

ヤマハのバイク作りで創業以来守り通されているのが、人間の感性に馴染む自然なマシンの応答性を持ったハンドリング特性。
最新のYZ450Fに採用されたアルミテーパーハンドルは「ハンドリングのヤマハ」の持ち味である優れた操安性に磨きをかけ、さらに高次元に引き上げる重要な役割を果たしている。

I N N O V A T I O N  O F  E N S H U

展示予定
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ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
が

上
手
に
な
り
た
い
あ
な
た
へ
。

●
ヤ
マ
ハ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　

／
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
不
安
な
方
、も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い

方
は
必
見
。ヤ
マ
ハ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、少
人
数
制
に
よ
る
丁
寧
な
解
説
で

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
技
術
を「
楽
し
く
安
全
に
学
べ
る
」ス

ク
ー
ル
で
す
。半
日
／
１
日
の
２
コ
ー
ス
が
あ
り
、１
日

コ
ー
ス
で
は「
走
る・曲
が
る・止
ま
る
」の
基
本
を
重
視

し
た
走
行
練
習
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

ト
ラ
イ
ア
ル
体
験
を
学
べ
ま
す
。講
師
に
よ
る
客
観
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
わ
か
り
や
す
く
、確
実
に
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

ス
キ
ル
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
ク
エ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク ZA

ZA
C

ITY

エ
レ
キ
はFender

、ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
はM

artin

、

Taylor

の
正
規
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
販
売
は
も
ち
ろ

ん
、購
入
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。中

古
楽
器
の
販
売
、買
取
も
受
け
付
け
て
お
り
、他
店
に
負

け
な
い
高
額
査
定
で
買
い
取
り
ま
す
。マ
ニ
ア
必
見
の
中

古
品
が
入
荷
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
店
内
の
工
房
で
は
、ギ
タ
ー
の
調
整
、配
線
修
理
、

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
取
り
付
け
な
ど
す
ぐ
に
承
り
ま
す
。ビ

ギ
ナ
ー
向
け
の
楽
器
か
ら
、パ
ー
ツ
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
グ
ッ

ズ
な
ど
多
数
揃
え
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

自
慢
の
愛
車
と
最
高
の一
枚
を
。

●M
O

TO
 P

H
O

TO
 by H

.K
urum

iya

あ
な
た
の
バ
イ
ク
を
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
ス
タ
ジ
オ
撮

影
す
る「m

otoP
hoto

／
モ
ト
フ
ォ
ト
」が
誕
生
。カ
ス

タ
ム
し
た
自
慢
の
愛
車
と
ご
自
身
を
プ
ロ
の
手
で「
最

高
の一
枚
」に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
本
紙
の
表
紙
撮
影

も
担
当
し
、自
身
も
バ
イ
ク
乗
り
の
カ
メ
ラ
マ
ン
久
留
宮

氏
が
、同
じ
ラ
イ
ダ
ー
目
線
で
最
も
カ
ッ
コ
い
い
瞬
間
を

切
り
取
っ
て
撮
影
し
ま
す
。

愛
車
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
、ガ
レ
ー
ジ
に
飾
っ
た
ら
あ

な
た
も
ス
タ
ー
ラ
イ
ダ
ー
。撮
影
会
情
報
や
問
合
せ
は

Facebook

で
公
開
中
で
す
。

バ
イ
ク
に
特
化
し
た

写
真
共
有
型
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。

●
モ
ト
ク
ル

バ
イ
ク
好
き
の
み
ん
な
が
集
ま
る
バ
イ
ク
専
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
プ
リ
の
決
定
版
が
誕
生
。モ
ト
ク
ル
は
ス
マ
ホ
で
写
真

を
投
稿
す
る
こ
と
で
、全
国
の
バ
イ
ク
仲
間
と
気
軽
に

バ
イ
ク
情
報
を
共
有
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。ツ
ー
リ
ン

グ
や
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
情
報
、お
気
に
入
り
の
バ
イ
ク
写

真
や
駐
車
場
情
報
な
ど
、ラ
イ
ダ
ー
が
知
り
た
い
情
報

が
満
載
。定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で

賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
た
り
、同
じ
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
ラ

イ
ダ
ー
と
知
り
合
っ
た
り
、同
じ
地
域
の
ツ
ー
リ
ン
グ
仲

間
を
探
し
た
り
と
、つ
な
が
る
こ
と
で
あ
な
た
の
バ
イ
ク

ラ
イ
フ
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
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F
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お申込み・お問合せ ： ヤマハテクニカルセンター　掛川市富部28
TEL ： 0120-819-410（フリーダイヤル）　
https://www.yamaha-motor.co.jp/mc/yra/ridingschool/

クエストミュージックZAZACITY　
浜松市中区鍛冶町15 ザザシティ浜松西館1階 112
営業時間 ： 10:00〜20:00　定休日 ： ZAZACITYの休館日に準ずる
TEL ： 053-452-5152　http://www.questmusic.co.jp

運営 ： 株式会社プロトコーポレーション
https://www.goobike.com/motocle/campaign/

カワサキ プラザ浜松
浜松市西区入野町10001
営業時間 ： 10：00〜19：00　定休日 ： 毎週水曜日・第２木曜日
TEL ： 053-415-1177

著者 ： 羽田隆志
定価 ： 1,296円（税込）
発行日 ： 2018年4月26日
判型 ： 四六判、228頁
発行元 ： 株式会社幻冬舎
メディアコンサルティング
発売元 ： 株式会社幻冬舎

http://bbmarket.jp/
運営 ： 株式会社デイトナ
周智郡森町一宮4805
TEL ： 0120-819-417

（平日13時〜17時）

お申込み・お問合せ ： モトフォト（久留宮秀和）
浜松市中区鴨江3-72-15 1F
TEL.080-3630-9964
https:// www.facebook.com/motophoto

Sonix／ソニックス
浜松市中区高林4-5-8
http://www.sonicsystem.co.jp/sonix/

上
質
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る

新
し
い
カ
ワ
サ
キ
専
門
店
が
誕
生
。

●
カ
ワ
サ
キ 

プ
ラ
ザ
浜
松

新
た
な
カ
ワ
サ
キ
ブ
ラ
ン
ド
の
専
門
店
が
浜
松
に
誕

生
。カ
ワ
サ
キ 

プ
ラ
ザ
浜
松
は
、モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

の
販
売
だ
け
で
な
く
、五
感
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
安
心・安
全
な
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ラ

イ
フ
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
工
場
を
完
備
。

上
質
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
ご
提
案
に
よ
り
、最
高
な

形
で
カ
ワ
サ
キ・ブ
ラ
ン
ド
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る

シ
ョッ
プ
で
す
。

手
作
り
バ
イ
ク
を
完
成
さ
せ
た
男
の

笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
工
学
エ
ッ
セ
イ
。

●
羽
田
隆
志・著

　
「V

irtual Steering M
onkey 

　

手
作
り
バ
イ
ク
が
走
る
ま
で

　
１
９
９
８
年
に（
株
）デ
イ
ト
ナ
か
ら
発
売
さ
れ
た「
バ
ー

チ
ャ
ル
ス
テ
ア・モ
ン
キ
ー
フ
レ
ー
ム
」。著
者
の
羽
田
さ

ん
は
、そ
の
考
案
者
で
あ
り
設
計
者
だ
。見
慣
れ
な
い
ス

タ
イ
ル
の
モ
ン
キ
ー
。特
に
フ
ロ
ン
ト
周
り
が
独
特
な
形

状
で「
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
の
よ
う
だ
」が
第一印
象
。

本
の
内
容
と
し
て
は
、販
売
に
漕
ぎ
着
け
る
ま
で
の
き
っ

か
け
や
、様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
中
心
だ
が
、何
よ
り
設

計
者
の
情
熱
が
垣
間
見
れ
て
興
味
深
い
。

バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー
よ
り
む
し
ろ
ア
フ
タ
ー
パ
ー
ツ
メ
ー

カ
ー
の
方
が
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
い
る
ワ
ク
ワ
ク
に
近
い

存
在
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
、造
り
手
の
情
熱
や
信
念

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
？

デ
イ
ト
ナ
が
運
営
す
る

バ
イ
ク
専
用
フ
リ
マ
ア
プ
リ
。

●
ブ
ン
ブ
ン
！
マ
ー
ケ
ッ
ト

バ
イ
ク
専
用
の
フ
リ
マ
ア
プ
リ「
ブ
ン
ブ
ン
！
マ
ー
ケ
ッ

ト
」が
２
０
１
７
年
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
ア
プ
リ
を
運
営
し
て
い
る
の
は
、バ
イ
ク
用

品
で
も
お
馴
染
み
の
デ
イ
ト
ナ
さ
ん
。iO

S

用
も
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
用
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、ど
ん
な
物
が
出
品
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
、眺
め
る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
よ
。出

品
は
無
料
な
の
で
、身
の
回
り
に
使
わ
な
い
バ
イ
ク
用

品
が
あ
る
方
、一
気
に
整
理
す
る
の
に
も
活
用
で
き
そ
う

で
す
。不
安
な
お
金
の
や
り
と
り
も「
ブ
ン
ブ
ン
！
マ
ー

ケ
ッ
ト
」が
仲
介
し
て
く
れ
る
か
ら
安
心
で
す
。掘
り
出

し
物
を
探
す
な
ら
、い
ま
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

●Sonix

／
ソ
ニ
ッ
ク
ス

２
０
１
７
年
秋
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
売
り
場
面
積
が
大
幅

に
拡
大
。ギ
タ
ー
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
倍
増
さ
れ
、楽
器

の
品
揃
え
は
日
本
随
一
を
誇
り
ま
す
。何
と
言
っ
て
も
圧

巻
は
、楽
器
屋
さ
ん
で
は
お
そ
ら
く
世
界
初
、幅
４
ｍ・

高
さ
２・５ｍ
を
誇
る
滝
の
存
在
感
。木
工
品
で
あ
る
楽

器
へ
の
調
湿
機
能
と
と
も
に
、水
の
せ
せ
ら
ぎ
が
人
の

心
を
優
し
く
癒
し
ま
す
。楽
器
販
売・買
取
、リ
ペ
ア
、練

習
ス
タ
ジ
オ
も
完
備
で
、遠
州
音
楽
シ
ー
ン
の
屋
台
骨

を
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
。バ
ン
ド
を
始
め
た
い
と
思
っ
た

ら
、ぜ
ひSonix

へ
。

遠
州
音
楽
シ
ー
ン
を
全
方
位
で
サ
ポ
ー
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
ア
ッ
と
驚
く
仕
掛
け
も
。

参加者からも「客観的なアドバイス
が非常にタメになる。きめ細かい指
導でライディングのレベルアップを
実感した。」と大好評。

R I D I N G  S C H O O LP H O T O G R A P H

M O T O R C Y C L E  S H O PA P P R I C A T I O N

M U S I C A L  I N S T R U M E N T  S T O R EA P P R I C A T I O N

B O O K SM U S I C A L  I N S T R U M E N T  S T O R E

●弦の交換 ¥1,200 ●クリーニン
グ点検￥2,000 ●ネック反り調整
￥1,600～ 幅広く承ります。まずは
お気軽にご相談ください。

ビ
ギ
ナ
ー
向
け
か
ら
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
ま
で

修
理・調
整
も
安
心
の
楽
器
店
。

100%9:41 AM
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浜松市出身東京都在住
バイクと音楽そして浜松を愛して止まない週
刊誌記者。そこにしか存在しないモノの強
みや、突き抜けたバカさ加減が大好き。
今回縁あって急遽寄稿。

　
生
ま
れ
故
郷
を
後
に
し
て
、東
京
暮
ら
し
も
早

40
年
。全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る

「
ハ
マ
マ
ツ
」の
話
題
な
ん
て
、せ
い
ぜ
い
自
然
災
害

か
佐
久
間
の
最
高
気
温
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
く
ら

い
の
も
の
。「
東
京
人
」か
ら
し
て
み
れ
ば
、浜
松
の

こ
と
は
浜
松
の
人
が
想
像
す
る
以
上
に
よ
く
は
知

ら
な
い
と
い
う
の
が
残
念
な
が
ら
実
情
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
僕
に
と
っ
て
浜
松
は
高
校
卒
業
ま
で
過
ご
し
た

ふ
る
さ
と
で
す
。懐
か
し
さ
や
愛
着
も
あ
る
反
面
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
に
は
少
々
残
念
で

悔
し
い
複
雑
な
心
境
も
抱
え
て
い
ま
す
。温
暖
で
、

暮
ら
し
や
す
い
恵
ま
れ
過
ぎ
た
環
境
が
、気
質
に

「
ぬ
る
さ
」を
招
い
て
い
る
の
か
と
さ
え
疑
っ
て
し
ま

い
ま
す
。少
々
使
い
古
さ
れ
た
感
の
あ
る「
や
ら
ま
い

か
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
、そ
れ
が「
こ
ん
な
ん
で
い
い

ら
？
」と
いっ
た
適
当
さ
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
こ
と

さ
え
あ
り
ま
す
。僕
の
過
剰
気
味
の
熱
さ
に
温
度

差
を
感
じ
る
浜
松
の
知
人
友
人
も
過
去
に
沢
山
い

ま
し
た
。

　
楽
器
製
造
の
一
大
集
積
地
で
あ
る
浜
松
は「
音

楽
の
ま
ち
」か
ら「
音
楽
の
都
」へ
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

２
０
１
３
年
頃
に
更
新
し
ま
し
た
。職
人
気
質
的

な
も
の
か
ら
の
転
換
や
文
化
的
成
熟
を
目
指
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ
う
いっ
た
も
の
は
自
ら

公
言
す
る
前
に
他
者
か
ら
の
評
価
も
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。東
京
と
大
阪
と
い
う
大
都
市
文
化
圏
に

挟
ま
れ
た
浜
松
は
昔
か
ら「
文
化
不
毛
の
地
」な
ど

と
自
嘲
も
含
め
て
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

小池延幸

「唇に歌を」の精神で遠くまで行くんだ。
　
音
楽
文
化
と
い
え
ば
、後
に『
や
ら
ま
い
か

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
は
ま
ま
つ
』(

以

下
、や
ら
フ
ェ
ス)

と
な
る
大
規
模
市
民
音
楽
祭
の

準
備
会
が
２
０
０
６
年
に
結
成
さ
れ
、動
き
出
し

ま
し
た
。あ
れ
か
ら
12
年
、そ
ろ
そ
ろ「
や
ら
フ
ェ
ス
」

も《
成
果
と
限
界
》と
い
う
視
点
で
の
自
己
総
括
が

問
わ
れ
て
い
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。一
般
論
と
し

て
、常
に「
大
成
功
！
」の
自
己
評
価
と
喧
伝
だ
け

で
は
自
己
満
足
と
も
受
け
取
ら
れ
兼
ね
な
い
危
惧

も
あ
り
、前
進
も
深
化
も
望
め
ま
せ
ん
。下
手
す
れ

ば
停
滞
や
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
も
蔓
延
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
中
間
を
表
す
英
単
語
に「M

ID

」(M
ID
D
LE)

が

あ
り
ま
す
。政
令
指
定
都
市
の
浜
松
は
規
模
的
に

は
い
わ
ば
ミ
ド
ル
シ
テ
ィ
。「
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
」が
名
古

屋
の
代
名
詞
、「
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」は
六
本
木
、「
ミ
ッ

ド
カ
ン
ト
リ
ー
」が
田
舎
臭
い
イ
メ
ー
ジ
な
ら
ば
、浜

松
が「
ミ
ッ
ド
シ
テ
ィ
」宣
言
し
ち
ゃ
え
ば
ピ
ッ
タ
リ

な
気
が
し
ま
す(

Ｌ
Ａ
や
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
も
同

呼
称
の
地
域
は
存
在
し
ま
す
が
い
ず
れ
も
音
楽
が

盛
ん
な
街
で
す)

。

　
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
ホ
ラ
を
吹
こ
う
が
幸
い
に

も
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。夢
想
や
妄
想
も
悪
い
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
え
ば「
野
外
音

楽
堂
」の
類
だ
っ
て
、ま
だ「
音
楽
の
都
・
浜
松
」に

は
存
在
し
て
い
な
い
よ
ね
。

　
僕
は
こ
れ
か
ら
も
浜
松
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け

て
い
く
つ
も
り
。

　
何
時
か
何
処
か
の
ス
ト
リ
ー
ト
で
！

※

「
と
ん
じ
ゃ
か
な
い
」=

遠
州
弁
で
頓
着
し
な
い・
気
に
し
な
い
の
意
。

全
国
か
ら
聖
地
に
大
集
合
！

丸
ご
と
Ｖ
ス
ト
ロ
ー
ム
な
１
日
。

●
Ｖ
ス
ト
ロ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
８

今
年
で
４
回
目
と
な
る「
Ｖ
ス
ト
ロ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」。全
国
の
Ｖ
ス
ト
ロ
ー
ム
乗
り
が
、今
年
も
聖
地
で

あ
る
ス
ズ
キ
本
社
目
指
し
て
大
集
合
し
ま
す
。本
社
特

設
会
場
に
Ｖ
ス
ト
ロ
ー
ム
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
様
子
は
ま

さ
に
圧
巻
。年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
は

ス
ズ
キ
社
員
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
歓
迎
か
ら
始
ま
り
、ト
ー

ク
シ
ョ
ー・限
定
グ
ッ
ズ
販
売・パ
ー
ツ
ブ
ー
ス
出
展
と
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。ス
ズ

キ
フ
ァ
ン
の
方
な
ら
誰
で
も
入
場
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
、

ツ
ー
リ
ン
グ
仲
間
や
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

E N S H U S I A S T
I

N
F

O
R

M
A

T
I

O
N

2018年9月2日（日）　
10：00〜14：00予定　
入場無料
※雨天決行・荒天中止
会場： スズキ株式会社 本社   浜松市南区高塚町300
http://www1.suzuki.co.jp/motor/vstrom_meeting2018/

２０１８年１２月９日（日） 朝5時〜昼12時
浜名湖競艇場東側駐車場　湖西市新居町中之郷3727-7
https://hamanakosm.hamazo.tv/

バ
イ
ク
好
き
は
見
逃
せ
な
い
、

お
宝
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
。

●
浜
名
湖
２
＆
４
ス
ワ
ッ
プ
ミ
ー
ト V

ol.19

東
海
地
区
最
大
ク
ラ
ス
の
２
輪
、４
輪
パ
ー
ツ
交
換
会
、

浜
名
湖
２
＆
４
ス
ワ
ッ
プ
ミ
ー
ト
。３
０
０
ブ
ー
ス
に
迫

る
出
店
数
の
多
さ
で
、バ
イ
ク・ク
ル
マ
パ
ー
ツ
だ
け
で

な
く
、グ
ッ
ズ
や
衣
類・自
転
車
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の

ア
イ
テ
ム
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
す
。恒
例
の
テ
ー
マ
車

両
は
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
60
周
年
を
記
念
し
て『
Ｏ
Ｈ
Ｖ
カ
ブ

と
昭
和
の
働
く
バ
イ
ク
』に
決
定
。自
慢
の
愛
車
と
と
も

に
参
加
す
れ
ば
、盛
り
上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

わ
が
エ
ン
シ
ュ
ー
ジ
ア
ス
ト
ブ
ー
ス
へ
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。最
新
情
報
は
公
式
ブ
ロ
グ
で
。

R I D E R S  E V E N T

S W A P  M E E T

売
台
数
１
０
０
万
台
を
目
標
と
す
る『
バ
イ
ク・ラ

ブ・フ
ォ
ー
ラ
ム
』を
主
催
し
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
バ
イ
ク
関
係
者
や
浜
松
市
も
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
の
、残
り
２
年
足
ら
ず
で
現
在
の
３
倍
に

す
る
に
は
大
幅
な
規
制
緩
和
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
経
産
省
や
各
党
の
バ
イ
ク
議

連
の
国
会
議
員
に
も
訴
え
て
き
た
。

「
三
な
い
」を「
あ
る
あ
る
」に

　

現
在
は
第
１
次・第
２
次
バ
イ
ク
ブ
ー
ム
の
ラ
イ

ダ
ー
が
定
年
退
職
を
迎
え
、子
育
て
も
一
段
落
し
て

時
間
の
余
裕
が
出
来
た
こ
と
か
ら
昔
あ
こ
が
れ
た

バ
イ
ク
に
乗
る
方
な
ど
の
リ
タ
ー
ン
ラ
イ
ダ
ー
が

増
え
て
お
り
、絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の『
第
３
次

バ
イ
ク
ブ
ー
ム
』と
呼
ぶ
人
も
い
る
。リ
タ
ー
ン
ラ

イ
ダ
ー
は
若
い
頃
に
比
べ
て
動
体
視
力
や
反
応
速

度
の
遅
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
付
バ
イ
ク

を
選
ん
だ
り
、胸
部
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
つ
け
た
り
と

安
全
装
備
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

そ
こ
で
私
は
前
述
の
A
Ｂ
Ｓ
装
着
車
の『
セ
イ
フ

テ
ィ
カ
ー
補
助
金
』や『
胸
部
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
購
入

補
助
金
』な
ど
、安
全
装
備
の
普
及
促
進
と
な
る
よ

う
な
政
策
を
実
現
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、群
馬
県
や
埼
玉
県
が
先
陣
を
切
っ
た
高
校

生
の『
三
な
い
運
動
』廃
止
実
現
に
向
け
て
、交
通
安

全
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
、バ
イ
ク
を「
危
な

い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、「
楽
し
い
」「
カ
ッ
コ
い

い
」「
エ
コ
」「
生
活
や
心
を
豊
か
に
す
る
」「
役
に
立

つ
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
様
々
な

取
り
組
み
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、

た
ま
に
は
息
子
を
タ
ン
デ
ム
シ
ー
ト
に
乗
せ
て
、男

旅
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

か
つ
て
町
に
は
ヒ
ー
ロ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
た

　

私
が
バ
イ
ク
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
父
で

あ
る
。父
は
４
輪
免
許
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

マ
イ
カ
ー
は
１
２
５ｃｃ
の
バ
イ
ク
だ
っ
た
。幼
い
こ

ろ
か
ら
私
は
父
の
バ
イ
ク
の
後
ろ
に
乗
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
。バ
イ
ク
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
必
死
に
父
の

腰
に
つ
か
ま
り
、カ
ー
ブ
を
曲
が
る
ス
リ
ル
を
楽
し

み
、ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
に
つ
れ
て
線
に
な
る
風
景

を
見
る
の
が
好
き
な
子
ど
も
だ
っ
た
。

　

16
歳
に
な
る
と
直
ぐ
に
原
付
免
許
を
取
っ
て
ス

ク
ー
タ
ー
に
乗
り
、１
年
後
に
は
中
型
二
輪
免
許
を

取
得
し
て
、中
古
の
Ｃ
Ｂ
Ｘ
４
０
０
Ｆ
に
乗
っ
た
。ち

な
み
に
免
許
の
取
得
費
用
や
バ
イ
ク
購
入
費
は
親

に
頼
ら
ず
、新
聞
配
達
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
っ
た
が
、

そ
の
頃
の
方
が
今
よ
り
も
自
由
に
使
え
る
お
金
が

あ
っ
た
。当
時
は
第
２
次
バ
イ
ク
ブ
ー
ム
の
真
っ
最

中
で
あ
り
、バ
イ
ク
を
題
材
に
し
た
漫
画
も
多
か
っ

た
。「
７
５
０
ラ
イ
ダ
ー
」の
早
川
光
、「
バ
リ
バ
リ

伝
説
」の
巨
摩
郡
、「
あ
い
つ
と
ラ
ラ
バ
イ
」の
菱
木

研
二
、「
湘
南
爆
走
族
」の
江
口
洋
助
な
ど
、主
人
公

は
自
分
と
同
じ
高
校
生
で
あ
り
、大
き
な
影
響
を

受
け
た
。テ
レ
ビ
や
映
画
で
も
バ
イ
ク
が
登
場
し
て

お
り
、ド
ラ
マ「
西
部
警
察
」で
は
カ
タ
ナ
に
乗
る
舘

ひ
ろ
し
の
手
放
し
運
転
で
銃
を
撃
つ
姿
に
シ
ビ
れ
、

映
画「
汚
れ
た
英
雄
」で
は
草
刈
正
雄
が
演
じ
る
バ

イ
ク
レ
ー
サ
ー
の
ラ
イ
ダ
ー
目
線
で
撮
ら
れ
た
走

行
シ
ー
ン（
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ン
は
平
忠
彦
が
走

行
）で
レ
ー
サ
ー
気
分
を
味
わ
っ
た
。兎
に
も
角
に

も
カ
ッ
コ
い
い
バ
イ
ク
と
そ
れ
に
跨
が
る
ヒ
ー
ロ
ー

が
世
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
時
代
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
バ
イ
ク
好
き
が
高
じ
て
、私
は
某
バ
イ
ク

メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
、バ
イ
ク
の
完
成
車
検
査
員
に

な
っ
た
。そ
の
後
、労
働
組
合
の
役
員
を
経
て
、市
議

会
議
員
に
な
っ
た
今
で
も
バ
イ
ク
に
乗
り
、バ
イ
ク

の
所
有
歴
は
34
年
に
な
る
。

バ
イ
ク
が
最
近
絶
滅
危
惧
種
に
？

　

バ
イ
ク
の
国
内
販
売
台
数
は
１
９
８
２
年
の

３
２
８
万
台
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
が
、そ
れ
か
ら
30
年

余
を
経
過
し
た
２
０
１
６
年
に
は
33
万
台
ま
で
減

少
し
た
。２
０
１
７
年
は
少
し
持
ち
直
し
た
も
の
の

36
万
台
と
い
う
ピ
ー
ク
時
の
10
分
の
１
の
状
況
で

あ
る
。

　

浜
松
市
は
国
内
４
大
バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー
の
う
ち

３
社
の
ル
ー
ツ
が
あ
り
、取
引
先
や
販
売
店
な
ど
多

く
の
市
民
が
バ
イ
ク
産
業
に
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い

る
。「
バ
イ
ク
の
ふ
る
さ
と
浜
松
」と
し
て
産
業
振

興
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
街
で
あ

る
。私
は
市
議
会
議
員
と
し
て
、バ
イ
ク
産
業
の
活

性
化
や
ラ
イ
ダ
ー
の
負
荷
軽
減
や
利
便
性
向
上
の

た
め
に
様
々
な
提
言
や
行
動
を
起
こ
し
て
き
た
。

　

市
議
会
初
登
壇
で
提
案
し
た
原
付
バ
イ
ク
の『
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
』の
実
現
を
始
め
、バ
イ

ク
駐
輪
場
の
整
備
促
進
、毎
年「
８
１
９
の
日
」前
後

に
開
催
さ
れ
る「
バ
イ
ク
の
ふ
る
さ
と
浜
松
」で
は
、

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
ラ
イ
ダ
ー
だ
け
で
な

く
、家
族
全
員
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
作
り
を
提
案

し
て
実
現
し
て
き
た
。

　

他
に
も
、二
輪
車
の
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見

書
と
し
て
、Ａ
Ｂ
Ｓ
標
準
装
備
化
で
値
上
が
り
す
る

バ
イ
ク
に
補
助
金
を
交
付
す
る『
セ
イ
フ
テ
ィ
カ
ー

補
助
金
』の
導
入
、『
バ
イ
ク
の
高
速
道
路
料
金
の

半
額
化
』を
市
議
会
で
ま
と
め
て
国
へ
と
提
言
し
て

き
た
。経
済
産
業
省
は
２
０
２
０
年
に
国
内
新
車
販

ひらま良明
浜松市議会議員　活き活き浜松　（活性・活発・活
気・活力）をスローガンに、はままつを活性化して
もっと魅力あるまちにしたい！ （ものづくり・観光・
新産業・音楽・バイク・スポーツ・文化・育児支援）
はまぞうブログ「ひらま良明です。」に活動報告を
掲載しています。http://hirama.hamazo.tv

「俺がやらなきゃ誰がやる！」

こ
の
ま
ま
で
は「
二
輪
の
ま
ち
」の
名
が
廃
る
？

す
た

ひらま良明の

819DE
GO!

イラスト ： わたなべたくみ
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FromEditors　編集後記のような話

趣味の世界にどっぷり夢中になり、もはや抜け出せない
状態を「沼にはまる」と言われます。これまでを振りかえ
ると、松田聖子沼、NOLANS沼、オールナイトフジ沼、
Van Halen沼、村上春樹沼、KDX沼、一人旅沼、ハー
レー沼、サンデーレース沼など、いろんな沼にはまってき
ました。そんな自分が最近はまっているのが「オーディオ
とJAZZ」。特に1970〜80年代のレコードを中心とした
アナログオーディオにはまっています。数ある「沼」の中
でもディープで危険と言われるオーディオの世界。上を見
れば、アンプが何十万円、数百万円のスピーカーも当たり
前。中にはより良い音を聴くために「マイ電柱」なるもの
を立てる猛者もいるようです（オーディオは電気製品の
ため、そこに供給される電気の「質」が音質に影響をする
らしい、実際どんな効果があるかは興味津々ではありま
す）。でも何もそこまで気張らなくても、もっと手軽に楽し
む方法があるのです。それは「中古オーディオ」。オーク
ションや中古ショップでは、当時定価10万円以上したス
ピーカーが数万円台で出ていたり、中古レコードなら昔買
えなかったLPがわずか数百円で手に入ったり。アナログ
の音が耳に優しく、至福のひとときを味わっていると『次
は真空管アンプか？』とさえ思う始末。趣味の世界は果て
しなく深く、しかし心地よく、もっと深みにはまっていきた
い気分です（正にどろ沼状態と言うのでしょうか）。趣味を
愛するわがエンシュージアスト読者の皆さんは、どんな沼
にはまっておられるでしょうか？

浜松に来て、もう25年近くなりますが、未だに遠州弁が話
せません。ヒアリングはほぼオッケーなのですが、いざ会
話となると緊張して使うことができません。それでもネイ
ティブなベテランが集まるところにはよく行くことがあり、
遠州弁を研究するには格好の場となっています。耳をこら
していろいろ聞いていると、意外なことに遠州弁は一例
として（あの衆ら）「ちぃーとも」「しやへん」「もんでのぉ」
「やいやい」的な実にネガティブな要素を含んだワードが
多いことに気がつきます。これでは本来熱中人が持って
いるべき「やらまいか精神」とは逆の、文句たらたらな気
質ではないか・・・とも思えてしまいます。が、しかし実は遠
州弁の中には光り輝くすばらしい接続詞が存在するので
す。それこそが遠州人が最も口にすることが多いであろう

「だもんで」という言葉です。これは標準語ではなかなか
言い表せないとても便利かつ前向きに転換するための表
現で、例えば上記のように愚痴った後でも「だもんで」ひ
とつ入れることで「オラたちだけでなんとかやらまいか！」
となるのです。かの家康公も本田宗一郎も失敗を繰り返
しては脱糞したりスパナを投げたりしたのかも知れませ
んが、きっと「だもんで」があったからこそ、気を取り直し
て、最後には大きな成功を手にしたのではないかとまで感
じてしまうのです。まあ、すべては流れ者の自分が言って
いるだけの仮説なので、それが本意かどうかはわかりま
せんが・・・。それより遠州生活25年、自分もそろそろ遠州
弁使っちゃっても・・・いいら？

A美とは行きつけの喫茶店で知り合った。ある日、帰ろ
うとした彼女の車のエンジンがかからず、半べそで店に
戻ってきた。常連たちであーだこーだと弄ってもダメで、
結局俺がバイクで送ることになった。マスターのヘルメッ
トを借り、Dリングにストラップを通して留めてあげると
「バイクに乗せてもらうのって初めて」と嬉しそうな笑顔
を見せた。少し遠回りして遠州浜の防波堤沿いを走り、
少しだけ波を眺めてから川向こうの家まで送った。それか
ら、彼女の車を店に置かせてもらい、夜にタンデムで走る
ようになった。彼女は知人から譲ってもらったという、コン
ペシールドのついた赤いジェットヘルを車にいつも乗せ
ていた。時間があれば浜名湖を一周したり、御前崎まで足
を伸ばしたりもした。「風やエンジンの音やゴツゴツ感じ
る道路の感触が面白くてクセになる」「バイクを止めてエ
ンジンを切った時に急にやってくる静けさも好き」と彼女
は言った。俺は俺で、風が奪っていく体温を補完するかの
ように背中から伝わる暖かさが心地よくてまんざらでもな
かった。しばらく続いたタンデムナイトだが、年の瀬も近づ
いた寒い夜を最後に「東京で働きながらファッションの勉
強する」という彼女の旅立ちでピリオドを打った。「いつか
きっと帰ったら～」と赤いジェットヘルは俺が預かった。
-----「赤いヘルメットまだありますか？」長い空白の後、思
いがけずSNSで再会した彼女からの最初のメッセージ。
今は単身N.Yで、近く帰国の予定らしい。あの日言った

「いつか」は来るのかもしれない。

「一生懸命にやっていると助けてくれる人が現れるんで
す」。遠州ものづくり企業の逆襲の取材の中で、そう語っ
た人がいた。でも、その人の「一生懸命」は並大抵なもの
ではなかったと思う。東に西に走り回り、根回し、時には嫌
われ者になり、常に叱咤激励。強い思いと信念があったと
しか考えられない。今回の取材でもいろいろな方々に声
を掛けていただいたり、細やかな配慮もいただいた。「一
生懸命」の一端を触れ、そう確信した。「助けてくれる人
が現れる」は反対から言えば「巻き込まれる」という感じ。
取材させていただいた人たちからは「結構、しつこかった
ですよ」という言葉と同時に「関われてよかった」とも。み
なの「よかった」は記事中の集合写真に表れている。だか
らこそ、今回の事例は成し得ることができたのだろう。こ
こ遠州は消費者と直接関わらないものづくりの企業が多
いために、自分たちの街にある企業を知ることも少ない。
でもそれらの企業でのいい話、おもしろい話を知ることに
よって、自分たちの街を再認識することになるんじゃない
か？それはこの街に住む喜びに変わるんじゃないか？とい
う思いから、エンシュージアストはこれからも遠州のもの
づくり企業の話を伝えていきます。「遠州ものづくり企業
の逆襲」で取材させていただいたみなさん、関係してい
ただいたみなさん、この事例を紹介いただいた方、ありが
とうございました。そして最後になりましたが、辰巳さん、
いろいろとありがとうございました。私もすっかり巻き込ま
れてしまいました。

エンシュージアストのホームページおよびfacebook
ページではこれまで掲載された内容や最新の情報を随時
アップしております。読者参加企画などもありますのでぜ
ひともブックマークをお願いします。

エンシュージアスト編集部では遠州地域を中心とした
モーターサイクル、音楽、おすすめのショップ情報なども
募集しております。
また編集部のある（有）キーウエストクリエイティブでは企
画・編集・デザイン（ポスター、パンフレット、チラシ、カタロ
グ、web）、レンタルスペースの運用なども行っておりま
すので、必要に応じてお気軽にご相談ください。

（有）キーウエスト クリエイティブ　担当 ： テキサス大沼
〒430-0928　静岡県浜松市中区板屋町101-22
TEL : 053-450-0222    FAX : 053-450-0225  
mail : info@key-w.com

暑くも寒くもない４月末。家でランチを食べてバイクにキャ
ンプ道具一式を詰め込み家を出る。1人だから急ぐ必要は
まったくなく、のんびりライディングを楽しみながら秋葉山
下社のキャンプ場を目指す。丁度1時間ぐらいで到着。す
でに家族連れや仲間とキャンピングしている人達がいる
ので、少し離れたところにバイクを置いて設営。テントも机
も椅子も必要最低限の物しか持ってきていないので30分
もかからず設営完了。椅子に座って目の前を流れる気田川
をのんびり眺めながら一服したり、焚き火用の枝なんかを
集めながら周りを散策したり。意外とソロで来ている人が
多いのに気づく。話しかけたりはしないが、どんな道具を
使っているのか気になるのはあちらも同じか。夜になると
景色は漆黒の闇に覆われ、月明かりとランタンの光のみの
世界になる。夕食はメスティンでご飯を炊いたり、クッカー
でベーコンを焼いたり、1人だから腹が満たされれば何で
もいい。どうせキャンプで食べる飯は何でも旨く感じる。ソ
ロキャンプの夜は長い。何して過ごすかと言えばずっと焚
き火と戯れている。酒でも飲めればいいんだが、残念なが
ら僕は下戸。それでも1人で火を見つめ、川の流れの音に
耳を傾け、時折感じる晩春の匂いを感じ、月明かりを浴び
ているだけで、、、何故か楽しい。翌朝、自然と目が覚める
時間にテントから這い出て、ホットサンドと珈琲で簡単に
朝食を済ませ、テントを乾かしつつ好きなタイミングで撤
収。ソロキャンプの時間はゆっくり流れる。家に帰れば、い
つもの日常が始まる。次はいつ頃、嫁オッケーがでるかな。

テキサス大沼
エンシュージアスト編集長。２０歳でバイクの
免許を取り、これまで様々なバイクを所有。
現在の愛車は81年式のXL250S。最近は
MotoGPなどロードレース情報を中心に追い
かけています。音楽はロックを中心にジャズ・
クラシックまで幅広く聴いています。  

山さん山川
エンシュージアスト編集発行人。（有）キーウ
エスト クリエイティブ代表。モーターサイクル
と音楽とデザインをこよなく愛する53歳。愛
車は1989年式の4速スポーツスターと81年
式ホンダシルクロード。ヘルメットは銀ラメの
Arthur Fulmer、たまにヒロタケアライ。  

アジト石塚
エンシュージアスト編集部内のマルチスィー
パー。デザインはもちろん文章からカメラ、イ
ラストまで担当。FRP加工から革、銀、粘土な
ど素材を問わずアナログなモノづくりが趣味。
より広い視野でモノづくりするために、最近ア
ジトを浜名湖から太平洋側に移す。

バッキー松下
エンシュージアスト編集部部員。海の近くに
住みながら、山の田んぼでお米作り。海の気
持ちも山の気持ちも分かる（？）オトコである。
最近の興味は砂。「いつもポケットに砂」を
入れているウワサあり。愛車は10年不動の
CL400。

※連載「六間道路グランプリ」は都合によりお休みさせていただきます。

ドン・サハラ
エンシュージアスト デザイナー＆エディター。西
アフリカのジャンベとブラジルのサンバ、そして
日本のサザンをライフワークにしている太鼓野
郎。愛車はH-D XL883N。エンシュージアスト
特攻隊長としてフットワークを武器に、重い体を
引きづりながら西へ東へ突撃取材します。

大沼、沼にはまる

遠州弁の本意

タンデムナイト

ものづくりはまだつづく HOMEPAGE

PLANNING & DESIGN

facebook
https://www.facebook.com/Enshusiast/

http://enshusiast.com/

そろそろソロやらん？
参加予定
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EnshuSiast 
    FriendryShops

浜松市中区
印度カレー mana 	 053-458-1773
オフィスヒット	 053-489-3470
CUSTOM FEVER	 053-455-6755
自家焙煎珈琲店 鴨江珈琲	 053-401-1810
川島モータース本店	 053-471-2543
川島モータース元浜店	 053-478-0877
ヘアーアトリエ・キートス	 0120-416-429
くれいじーママ	 053-473-7955
カフェレストランざぼん	 053-441-9820
Sonix	 053-476-6688
タイラレーシング	 053-437-2125
ツバキオーディオ	 053-471-8181
HighMeal	 053-525-9552
Piste HAIR DESIGN	 053-489-3336
ビストロ・ヒルマン	
PLATERO	 053-456-2957
古橋商会	 053-453-5985
PRECIOUS JUNK	 053-455-5625

南海部品浜松店	 053-463-0111
ハーレーダビッドソン浜松	 053-466-3210
b SPACE	 053-422-2055
Huge Motorcycles	 053-411-8334
HYOD PLUS浜松	 053-465-8282
PePe Motorcycles	 053-581-7685
遊楽民	 053-571-0703

浜松市西区
カワサキ　プラザ浜松	 053-415-1177
コーヒー・ブラックバード	 053-486-0365
DATZ浜松	 053-486-1200
ライダースカフェはまなこ	 053-596-3770
４×C	 053-489-3113

浜松市南区
いろどり屋	 053-482-9809
カマラド・ガラージュ	 053-426-2830
KUSHITANI浜松本店	 053-443-1819

ホンダドリーム浜松	 053-412-6330
POPS倶楽部	 053-525-7383
MUMBLES	 053-420-0728
Live House浜松窓枠	 053-451-3035
ROBANOMIMI	 053-471-0022
YSP浜松	 053-465-4545
ヤマハミュージックリテイリング 浜松店	 053-454-4111

浜松市東区
art tool／アートツール	 053-422-7765
アニー コーヒー	 053-581-9777
アビーロード	 053-467-0533
オグショー	 053-421-0122
オートプラザドリーム	 053-411-0819
音楽天国 浜松市野店	 053-462-1059
SWEN浜松店	 053-411-5133
スズキワールド浜松	 053-464-8198
Tickle	 053-467-0160
トライアンフ浜松	 053-422-6711

Green Cog	 053-441-4250
GS BURGER	 090-8544-5356
GiL HAIR＆SHAVING	 053-548-6454
デリシャスキッチン	 090-6023-9800
MotoService EDGE	 053-424-8586
Rachel	 053-589-5927

浜松市北区
太鼓屋JALI	 053-523-2986
T-flow	 053-526-0806
長坂養蜂場	 053-524-1183
HORSESHOE-BEND	 053-525-9985
WATTS	 053-526-2261

浜松市浜北区
KUSHITANI PERFORMANCE STORE 
NEOPASA浜松店	

浜松市天竜区
Spiral	 053-925-6001
本田宗一郎ものづくり伝承館	 053-477-4664
マイルストーン	 053-923-1250

磐田市
クロスオーディオ	 0538-32-1023
KNOTT'S BERRY FARM	 0538-35-7003
美容室 カモミール	 0539-62-6077
兵藤楽器磐田店	 0538-37-0354

袋井市
koti by Luomu	 0538-48-5522
JUNK MASTER	 0538-84-7996
SWEN袋井店	 0538-41-2155
兵藤楽器袋井ミュージックセンター	 0538-42-2037
めがね工房FUJITA	 0538-23-8912
RIDER'S	 0538-43-6005
YSP袋井	 0538-43-4646

掛川市
しばちゃんランチマーケット	 090-2342-2725
ならここキャンプ場	 0537-25-2055
Rise Burger	 0537-29-6613
LEFTY BOND	 0537-26-9068

湖西市
杉浦タイヤ商会	 053-594-1728
はまなこ みんなのカフェ	 053-578-3888
BONZO COFFE	 053-528-7686

東三河地区
バイクサポートFTW	 0532-88-6011
バイクショップZAPPER	 0532-32-7576
FULL HOUSE	 0532-35-6684

The EnshuSiast Magazineは
記載のショップにて配布しています。

※上記フレンドリーショップのほか、谷島屋書店・県西部各店、浜松駅構内・観光インフォメーションセンターでも配布しています。
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カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
…

マ
ス
タ
ー
（
以
下
マ
）
：
い
ら
っ
し
ゃ
い
、

ド
ン
さ
ん
。
と
う
と
う
大
型
二
輪
免

許
と
っ
た
ん
だ
っ
て
？

ド
ン
さ
ん
（
以
下
ド
）
：
さ
す
が
マ
ス
タ
ー

情
報
が
入
る
の
早
い
ね
〜
。

マ
：
そ
れ
で
、
今
日
は
ど
こ
の
喫
茶
店
に

行
っ
て
き
た
ん
だ
い
？
新
し
い
バ
イ

ク
で
あ
ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
る
ん
で

し
ょ
？

ド
：
あ
ら
ら
、
バ
レ
て
る
ね
〜
。
そ
う
な

ん
だ
よ
。
今
日
は
バ
イ
ク
に
沢
山

乗
っ
た
か
ら
お
腹
が
空
い
ち
ゃ
っ
て

さ
。「
ざ
ぼ
ん
」
に
行
っ
て
き
た
ん
だ
。

マ
：
「
ざ
ぼ
ん
」
さ
ん
か
。
僕
も
た
ま
に

行
く
よ
。

ド
：
な
ん
て
っ
た
っ
て
、
ご
飯
が
美
味
し

い
か
ら
ね
。
が
っ
つ
り
食
事
を
し
た

い
時
は
「
ざ
ぼ
ん
」
一
択
だ
ね
。

マ
：
あ
そ
こ
は
、
創
業
以
来
手
作
り
に
こ

だ
わ
っ
て
る
か
ら
ね
。
食
材
な
ん
か

も
、
旬
や
産
地
に
気
を
使
っ
て
、
安
心

で
安
全
な
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
か
ら
嬉
し
い
よ
ね
。

ド
：
そ
う
な
ん
だ
よ
な
ー
。『
創
業
以
来
』っ

て
言
う
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
な
か
な

か
出
来
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
な
。

マ
：
た
し
か
、
１
９
８
２
年
の
創
業
の
は

ず
だ
か
ら
、
か
れ
こ
れ
36
年
間
、
こ

だ
わ
り
を
守
り
続
け
て
る
ん
だ
ね
。

ド
：
36
年
も
営
業
し
て
る
ん
だ
！
確
か
に

「
ざ
ぼ
ん
」
っ
て
皆
ん
な
知
っ
て
る

し
、
フ
ァ
ン
が
多
い
お
店
だ
も
ん
な
。

マ
：
し
か
も
、
創
業
か
ら
ず
ー
っ
と
24
時

間
営
業
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
み
た
い

だ
か
ら
、
い
つ
で
も
思
い
立
っ
た
ら

ご
飯
を
食
べ
に
行
け
れ
る
の
も
魅
力

な
ん
だ
よ
ね
。

ド
：
俺
も
若
い
時
な
ん
か
は
女
の
子
と

「
ざ
ぼ
ん
」
に
行
く
の
を
口
実
に
夜

中
に
デ
ー
ト
し
た
な
〜
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
が
今
の
か
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
け

ど
ね
。

マ
：
当
時
は
24
時
間
営
業
の
お
店
な
ん
て

浜
松
に
無
か
っ
た
か
ら
、
ド
ン
さ
ん

み
た
い
な
若
い
人
が
多
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
ね
。

ド
：
と
こ
ろ
が
ね
、
最
近
営
業
時
間
が
変

わ
っ
て
、AM2:00

ま
で
に
な
っ
た
ん

だ
よ
。
マ
ス
タ
ー
知
っ
て
た
？

マ
：
そ
う
な
ん
だ
。
そ
れ
は
知
ら
な
か
っ

た
。
確
か
に
、
今
の
時
代
だ
と
24
時

間
営
業
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
い
い

の
か
も
し
れ
な
い
ね
。

ド
：
そ
れ
で
も
、
モ
ー
ニ
ン
グ
や
ラ
ン
チ

な
ん
か
は
常
連
さ
ん
が
今
で
も
変
わ

り
な
く
通
っ
て
い
る
し
、
休
日
や
夜

は
新
し
い
世
代
の
若
者
や
家
族
連
れ

な
ん
か
も
沢
山
お
客
さ
ん
が
来
る
み

た
い
だ
よ
。

マ
：
同
じ
土
地
で
ず
ー
っ
と
ブ
レ
ず
に
営

業
し
続
け
て
る
事
も
、
お
客
さ
ん
に

支
持
さ
れ
る
理
由
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

地
元
に
愛
さ
れ
て
る
お
店
だ
ね
。

ド
：
店
内
に
入
る
と
さ
、
時
間
が
ゆ
っ
く

り
流
れ
て
る
っ
て
い
う
か
、
落
ち
着

け
る
空
間
な
ん
だ
よ
な
。

マ
：
あ
の
印
象
的
な
三
角
屋
根
の
建
物
も

当
時
の
ま
ま
だ
か
ら
ね
。

ド
：
と
こ
ろ
で
、
な
ん
で
店
名
が
「
ざ
ぼ
ん
」

な
ん
だ
ろ
う
？
マ
ス
タ
ー
知
っ
て
る
？

マ
：
ざ
ぼ
ん
っ
て
浜
松
の
人
に
は
あ
ま
り

馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
西
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
柑

橘
類
な
ん
だ
よ
。
た
し
か
、
創
業
者

の
会
長
が
鹿
児
島
県
出
身
だ
か
ら

「
ざ
ぼ
ん
」
に
し
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

ド
：
そ
う
な
ん
だ
。
な
ん
か
素
朴
で
い
い

響
き
だ
な
ー
っ
て
思
っ
て
た
ん
だ
。

マ
：
「
ざ
ぼ
ん
」
さ
ん
は
、
ス
イ
ー
ツ
も

充
実
し
て
る
か
ら
、
甘
党
の
ド
ン
さ

ん
に
は
天
国
じ
ゃ
な
い
の
か
い
？

ド
：
そ
う
そ
う
、
何
と
か
は
別
腹
っ
て
あ

れ
は
本
当
だ
よ
な
。
が
っ
つ
り
ご
飯

食
べ
た
後
も
、
隣
の
カ
ッ
プ
ル
が
食

べ
て
た
パ
フ
ェ
が
羨
ま
し
く
な
っ
て

思
わ
ず
頼
ん
じ
ゃ
っ
た
も
ん
。

マ
：
あ
そ
こ
の
パ
フ
ェ
は
大
き
い
の

に
・
・
・
ド
ン
さ
ん
凄
い
ね
。

ド
：
わ
っ
は
っ
は
ー
！
お
か
げ
で
お
腹
が

出
ち
ゃ
っ
て
、
バ
イ
ク
乗
る
と
き
に

お
腹
が
つ
っ
か
え
て
苦
し
い
苦
し
い
。

マ
：
で
も
パ
ワ
ー
の
あ
る
大
型
バ
イ
ク
だ

か
ら
、
重
い
ド
ン
さ
ん
が
乗
っ
て
も

元
気
よ
く
走
る
で
し
ょ
？
良
か
っ
た

ね
〜
免
許
と
っ
て
。

ド
：
そ
う
そ
う
、俺
み
た
い
に
、重
い
や
つ
ほ

ど
大
型
乗
ら
な
い
と
ね
・
・
・
っ
て

マ
ス
タ
ー
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
じ
ゃ
・
・
・

カフェレストランざぼん
浜松市中区森田町 200-8 
TEL/053-441-9820
営業時間/AM8:00〜AM2:00
ラストオーダー/AM1:00

と
ん
が
り
屋
根
は

老
舗
の
こ
だ
わ
り
の
証

浜
松
市
内
の
一
角
に
あ
る
、知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
喫
茶

「
喫
茶
ゆ
る
は
ま
」
に
は
、昭
和
の
時
代
か
ら
遠
州
の
喫

茶
文
化
を
見
続
け
て
き
た
名
物
マ
ス
タ
ー
と
地
元
を
愛

す
る
常
連
客
ド
ン
さ
ん
が
、遠
州
の
喫
茶
文
化
に
つ
い

て
毎
日
雑
談
し
て
い
ま
す
。

文：ドン・サハラ

絵：ミキ・ヤマシタ

vol.4

マスター
昭和の高度成長期から浜松市で

「喫茶ゆるはま」を営んでいる
名物マスター。遠州地域の喫茶
文化に造詣が深い。寡黙だが人
の話を聞くのが上手。

常連客ドンさん
「喫茶ゆるはま」の常連客。喫茶
店が大好きで、遠州地域の喫茶店
に足しげく通い、マスターに話
を聞いてもらいにくる変わり者。
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